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安全にご使用いただ く ために
安全にご使用いただ く ために
人体への損傷を避け、 本製品やこれに接続される製品への損傷を防ぐために、 次の安全性に関する
注意事項をよ く読んでください。 安全にご使用いただくため、 本製品の指示に従って ください。

保守点検の手順を実行できるのは、 資格のあるサービス担当者のみです。

火災や人体への損傷を避けるには

適切な電源コー ドの使用 . 本製品用に指定され、 使用国で認定された電源コードのみを使用して
ください。

適切な接地 . 本製品は、 電源コードの接地線を通して接地されます。 感電を避けるため、 接地線を
アースにつなげる必要があ り ます。 本製品の入出力端子に接続する前に、 製品が正し く接地されて
いる こ とを確認して ください。

端子の定格について . 火災や感電の危険を避けるため、 本製品のすべての定格とマーキングに
従って ください。 本製品の接続を行う前に、 定格の詳細について製品マニュアルを参照して くださ
い。 コモン端子を含むすべての端子に最大定格を超える電圧を加えないでください。

電源切断 . 電源コードの取り外しによって主電源が切り離されます。

カバーの取り外し . カバーやパネルを外した状態で本製品を動作させないでください。

故障と思われる場合 . 故障と思われる場合、 資格のあるサービス担当者に検査しても らって くだ
さい。

機器が濡れた状態では使用し ないで く だ さ い . 

爆発性のあるガスがある場所では使用し ないで く だ さい . 

製品の表面は常にきれいにし て く だ さ い . 

適切な通気 . 適切な通気が得られるよ うに、 製品のインス トールについての詳細は、 本マニュアル
のインス ト レーシ ョ ンのページを参照して ください。
AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル iii



安全にご使用いただ く ために
記号と 用語

本マニュ アルの用語 . 本マニュアルでは次の用語を使用します。

本製品に関する用語 . 本製品では次の用語を使用します。

DANGER: ただちに人体や生命に危険をおよぼす可能性があるこ とを示します。

WARNING: 人体や生命に危険をおよぼす可能性があるこ とを示します。

CAUTION: 本製品を含む周辺機器に損傷を与える可能性がある こ とを示します。

警告 ：人体や生命に危害をおよぼすおそれのある状態や行為を示します。

注意 ：本製品やその他の接続機器に損害を与える状態や行為を示します。
iv AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル



環境に関する考慮事項

AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル v

環境に関する考慮事項
このセクシ ョ ンでは、 製品の環境に対する影響について説明します。

製品の廃棄方法

機器またはコンポーネン ト を リサイ クルする際には、 次のガイ ド ラ インを遵守して ください。

機器のリサイ クル . 本機器を生産する際には、 天然資源が使用されています。 本機器には、 製品を
廃棄する際に適切に処理されなかった場合に、 環境または人体に有害となる物質が含まれています。
有害物質の放出を防ぎ、 天然資源の使用を減らすため、 機材の大部分を再利用またはリサイ クルで
きるよ うに本製品を正し く リサイ クルして ください。

左に示すシンボルは、この製品が WEEE (Waste Electrical and 
Electronic Equipment) Directive 2002/96/EC （廃棄電気 ・ 電子
機器に関する指令） に基づく EU の諸要件に準拠しているこ
とを示しています。 リサイ クル方法については、 Tektronix 
のウェブ ・ サイ ト （www.tektronix.com） のサポート / サー
ビスの項目を参照して ください。

水銀に関する通知 . この製品に使用されている LCD バッ ク ラ イ ト ・ ランプには、 水銀が含まれて
います。 廃棄にあたっては、 環境への配慮が必要です。 廃棄およびリサイ クルに関しては、 お住ま
いの地域の関係官庁等にお尋ねください。

有害物質に関する規制

この製品は Monitoring and Control （監視および制御） 装置に分類され、 2002/95/EC RoHS Directive 
（電気 ・ 電子機器含有特定危険物質使用制限指令） の範囲外です。
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はしがき
はしがき
このマニュアルは、 AFG3000 シ リーズの機器の取付けと操作の方法について説明します。 本マニュ
アルでは基本的な操作方法と概念について説明します。 本マニュアルは、 次の機器を対象にしてい
ます。

マニュ アル

下記の表は、 AFG3000 シ リーズで提供される関連ドキュ メ ン ト です。 マニュアルは、 製品添付の
CD および Tektronix のウェブサイ ト (www.tektronix.com/manuals) から入手できます。

AFG3011 AFG3021B AFG3022B AFG3101
AFG3102 AFG3251 AFG3252

項 　 目 内 　 容 参照方法

ク イ ッ ク ・ スタート ・ ユーザ・
マニュアル

開梱、 取付け、 仕様、 操作方
法、 製品概要

ビルト イン・ ヘルプ ユーザ・ インタフェースに関す
るヘルプと 操作方法

プログラマ・ マニュアル メ ニュー構造、 ユーザ・ インタ
フェース、 およびプログラ ミ ン
グに関する情報

サービス・ マニュアル
( オプショ ン )

セルフ・ サービスおよび性能検
査

ArbExpress ソ フト ウェア CD 波形作成

オシロスコープまたは PC から
の波形のインポート

?
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はしがき
本マニュ アルの表記規則

このマニュアルでは、 次のアイコンを使用して います。

このマニュアルでは、 ディ スプレイの右側にある ソフ ト ・ キーをベーゼル ・ ボタン と呼びます。 他
のドキュ メ ン ト では、 オプシ ョ ン ・ ボタンやサイ ド メニュー ・ ボタン と呼ぶこ と もあ り ます。

前面パネル 電源の

接続
ネ ッ ト ワーク USB電源
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ク イ ッ ク ・ チュー ト リ アル
ク イ ッ ク ・ チュー ト リ アル
こ こでは、 AFG3000 シ リーズの操作に慣れていただくために、 サイン波形を出力する操作例を示し
ます。 このステップごとの手順を実行するこ とによ り、 基本操作を学習できます。 以下の手順を実
行します。

1. AFG3000 シ リーズの電源をオンにします。

2. AFG3000 シ リーズの CH1 出力とオシロスコープの入力を BNC ケーブルで接続します。

3. 波形の種類を選択します。

4. 信号出力をオンにします。

5. オシロスコープのスク リーンに表示される波形を確認します。

6. シ ョー ト カッ ト ・ ボタンを使って波形パラ メータを選択します。

7. 変更するパラ メータ と して周波数を選択します。

8. 数値入力キーを使用して周波数の値を変更します。

9. 汎用ノブと桁移動キーを使用して波形パラ メータを変更するこ と もできます。

75 ページの 「活用例」 では、 さ らにいくつかの基本操作の手順について説明しています。

本セクシ ョ ンの 4 ページでは AFG3000 シ リーズのヘルプ ・ システムについて説明しています。
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ク イ ッ ク ・ チュー ト リ アル
サイ ン波を出力するには

以下に示すク イ ッ ク ・ チュート リ アルでは、 Tektronix AFG3000 シ リーズ任意波形 / ファンクシ ョ
ン ・ ゼネレータを使用して連続するサイン波を出力する手順を説明しています。 以下の手順に従っ
て AFG3000 シ リーズの基本操作に習熟して ください。

1. 電源コードを接続し、 次に前面パ
ネルのパワー オン / オフ ・ スイ ッ
チを押して電源を投入します。

2. AFG3000シ リーズのCH1出力と
オシロスコープを BNC ケーブ
ルで接続します。

3. 前面パネルのサイン (Sine)ボタン、
続いて連続 (Continuous) ボタンを
押して波形を選択します。

4. 前面パネルのCH1 Output Onボタ
ンを押して出力をオンにします。

5. オシロスコープのスケール自動調
整機能を利用して、 サイン波を表
示します。

AFG3000 シ リーズでデフォルト
のサイン波を出力している場合、
オシロスコープを以下のよ う な設
定にします。

■ 0.5 μs/div

■ 200 mV/div

6. 周波数を変更するには、 前面パネ
ルの周波数 / 周期
(Frequency/Period) シ ョート カッ
ト ・ ボタンを押します。

2
1

オシロスコ ープAFG3000 シリ ーズ

3

4

5

6
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ク イ ッ ク ・ チュー ト リ アル
ヒ ント

■ 波形パラ メータをすばやく選択するには、 前面パネルのシ ョー ト カッ ト ・ ボタンを使用します。
シ ョー ト カッ ト ・ ボタンについては、 26 ページを参照して ください。

■ ベーゼル ・ メニューを選択するこ とによっても、 波形パラ メータを指定できます。 この方法では
シ ョー ト カッ ト ・ ボタンは使用しません。

■ シ ョー ト カッ ト ・ ボタンやベーゼル ・ メニューで波形のパラ メータを指定する と、 アクテ ィブな
パラ メータがグラフ領域にグ リーンで表示されます ( 上記ステップの 8 参照 )。

7. 周波数 /周期 /位相メニューが表示
され、 Freq が選択されています。
この状態で周波数を変更できま
す。

8. 周波数を変更するには、 数値入力
キーと単位ベーゼル ・ ボタンを使
用します。

たとえば、 数値入力キーで "2" を
入力する と、 ベーゼル ・ メニュー
が自動的に単位に切り替わり ま
す。

値を入力後、 単位ベーゼル ・ ボタ
ンまたは前面パネルの Enter ボタ
ンを押すと周波数が変更されま
す。

振幅、 位相、 オフセッ ト も同様の
方法で変更できます。

9. 前面パネルの汎用ノブと桁移動
キーを使用しても周波数を変更で
きます。

汎用ノブを時計回りに回すと値が
増加します。

桁移動キーを押すと、 次の桁に移
動できます。

7

8

9
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ク イ ッ ク ・ チュー ト リ アル
ヘルプにア クセスする

ヒ ント

■ Help ボタンを押すと最後にスク リーンに表示されたメニューの情報を表示します。 ト ピ ッ クの内
容が 1 ページ以上の場合は、 汎用ノブを回すとページを切替える こ とができます。

■ 前面パネルの Help ボタン、 続いて索引 (Index） ベーゼル ・ ボタンを押すと、 索引ページを表示し
ます。 前ページ (Page Up) または次ページ (Page Down) ボタンを押して表示したい ト ピッ クが含
まれるページを見つけます。 汎用ノブを回すとハイラ イ ト表示が移動します。 ト ピッ クを読む
(Show Topic) を押して ト ピ ッ クを表示します。

■ ヘルプで表示される言語を変更する手順は、 11 ページを参照して ください。

1. 前面パネルのHelpボタンを押して
ヘルプを表示します。

2. ヘルプの説明文には、 < かぎ括弧
> で囲まれた語句が含まれている
こ とがあ り ます。 これらは、 他の
ト ピッ クへの リ ンクです。 汎用ノ
ブを回すと、 ある リ ンクから他の
リ ンクへハイラ イ ト箇所が移動し
ます。

3. ト ピ ッ クを読む (Show Topic) を押
すと、 ハイ ラ イ ト表示された リ ン
クに対応する ト ピッ クを表示しま
す。

4. 索引 (Index） を押すと、 索引ペー
ジを表示します。

5. 終了 (Exit) を押すか、 前面パネル
の任意のボタンを押すと、 ス ク
リーンからヘルプ情報が消えま
す。

1

3

2

4

5
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はじめに
はじめに

主要な機能

以下の表に主要な機能を示します。

■ 3 つの波形生成機能を 1 つのゼネレータに統合

■ 10 MHz ～ 240 MHz ファンクシ ョ ン ・ ゼネレータ

■ 5 MHz ～ 120 MHz パルス ・ ゼネレータ

■ 14 ビッ ト任意波形ゼネレータ

■ カラーまたはモノ ク ロ LCD ディ スプレイ

■ グランド ・ アイ ソレーシ ョ ン

■ 同期運転

■ USB メモ リ ・ インタフェース

■ ArbExpress® ソフ ト ウェア

■ コンテキス ト依存ヘルプ ・ システム

型 　 名 AFG3011 AFG3021B/
AFG3022B

AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

チ ャ ンネル数 1 1/2 1/2 1/2

サイ ン 10 MHz 25 MHz 100 MHz 240 MHz

パルス 5 MHz 12.5 MHz 50 MHz 120 MHz

波形長 2 ～ 131,072 2 ～ 131,072 2 ～
16,384

>16,384 ～
131,072

2 ～
16,384

>16,384 ～
131,072

サンプ リ ング ・
レー ト

250 MS/s 250 MS/s 1 GS/s 250 MS/s 2 GS/s 250 MS/s

振幅 20 Vp-p 10 Vp-p 10 Vp-p 5 Vp-p

デ ィ スプレ イ カ ラー モ ノ ク ロ / カ ラー カ ラー カ ラー

イ ン タ フ ェ ース USB, LAN, GPIB USB, LAN, GPIB USB, LAN, GPIB USB, LAN, GPIB
AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル 5



はじめに
イ ンス ト ールの前に

梱包の外観をチェ ッ ク し、 損傷がないこ とを確認します。 梱包材が損傷している場合は運送会社に
連絡します。

パッケージから機器を取り出し、 輸送による損傷がないこ とを確認します。 また本体および付属品
がすべてそろっている こ とを確認します。 7 ページのスタンダード ・ アクセサ リ を参照して くださ
い。

動作の要件

設置条件

電源の要件

1. 次の設置要件を確認し、 機器を
カート またはベンチに設置しま
す。

■ 両側 : 50 mm (2 in)

■ 後部 : 50 mm (2 in)

2. 動作させる前に、 室温が 0 °C ～
+50 °C (+32 °F ～ +122°F) である
こ とを確認して ください。

注意 ：排気が確実に行われるよ うに、 機器の両側に障害物を置かないでください。

Output

USB
Memory

USB
Memory

AFG 3102 1GS/s
100MHz

DUAL CHANNEL
ARBITRARY/FUNCTION GENERATOR

InputOutput Output

Channel TriggerTrigger

View

Ch2Ch1

Run ModeFunction

Sine

 Leading/TrailingDuty/Width 

Sweep Burst

Edit Utility

Save RecallMore...

Arb

Pulse

Ramp

Square

Continuous Modulation

Default

Help

Offset/Low

Frequency/Period Amplitude/High

Phase   Delay

156.3 mm

329.6 mm

電源電圧と周波数 100 ～ 240 V、 47 ～ 63 Hz
または 115V、 360 ～ 440 Hz

消費電力 120 W 未満
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はじめに
ス タ ンダー ド ・ ア クセサリ

機器を開梱し、 スタンダード ・ アクセサ リに記載されたすべての品目を受け取ったこ とを確認しま
す。 最新情報については、 Tektronix のウェブサイ ト (www.tektronix.com) を参照して ください。

ア クセサリ Tektronix
部品番号

AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ スタート ・ ユーザ ・ マニュアル

英語 ( オプシ ョ ン L0) 071-1631-xx

フランス語 ( オプシ ョ ン L1)1 071-1632-xx

イタ リ ア語 ( オプシ ョ ン L2) 071-1669-xx

ド イツ語 ( オプシ ョ ン L3)1 071-1633-xx

スペイン語 ( オプシ ョ ン L4) 071-1670-xx

日本語 ( オプシ ョ ン L5)1 071-1634-xx

簡体中国語 ( オプシ ョ ン L7)1 071-1635-xx

繁体中国語 ( オプシ ョ ン L8)1 071-1636-xx

韓国語 ( オプシ ョ ン L9)1 071-1637-xx

ロシア語 ( オプシ ョ ン L10)1 071-1638-xx

印刷マニュアルなし （オプシ ョ ン L99） – – –

AFG3000 シ リーズ ドキュ メ ン ト CD 063-3828-xx

ArbExpress CD (Tektronix Arbitrary/Function Generators 用アプリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト
ウェア )

063-3763-xx

AFG3000 Series Programmer Manual 
(AFG3000 シ リーズ ドキュ メ ン ト CD に収録されている PDF ファ イル )

071-1639-xx

AFG3000 Series Service Manual 
(AFG3000 シ リーズ ドキュ メ ン ト CD に収録されている PDF ファ イル )

071-1640-xx

電源コード

北米 ( オプシ ョ ン A0) 161-0066-00

欧州 ( オプシ ョ ン A1) 161-0066-09

英国 ( オプシ ョ ン A2) 161-0066-10

オース ト ラ リ ア ( オプシ ョ ン A3) 161-0066-13

スイス ( オプシ ョ ン A5) 161-0154-00

日本 ( オプシ ョ ン A6) 161-0298-00

中国 ( オプシ ョ ン A10) 161-0304-00

電源コードまたは AC アダプタなし ( オプシ ョ ン A99) – – –

1.  これらのマニュ アルには各言語に対応し た前面パネルのオーバーレ イが付属し ます。
AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル 7



はじめに
推奨ア クセサリ

本機器には次のオプシ ョナル ・ アクセサ リが用意されています。

■ 50Ω BNC ケーブル、 ダブル ・ シールド、 91 cm (36 in) (Tektronix 部品番号 012-0482-00)

■ 50Ω BNC ケーブル、 ダブル ・ シールド、 250 cm (98 in) (Tektronix 部品番号 012-1256-00)

■ GPIB インタフェース ・ ケーブル、 ダブル ・ シールド、 2 m (Tektronix 部品番号 012-0991-00)

■ RM3100 ラ ッ クマウン ト ・ キッ ト （ラ ッ クの寸法図については 91 ページを参照）

■ ヒ ューズ ・ アダプタ （詳細は 12 ページを参照）

電源のオン / オフ

パワー・ オン

パワー・ オフ

注 ：本マニュアル仕様ページに記載されている EMC 規格に準拠するには、 高品質のダブル ・ シール

ド ・ ケーブルを使用して ください。 高品質ケーブルは、 両端のコネク タがシールド されており、 低

インピーダンスの接続が可能です。

1. 後部パネルの電源コンセン トに
AC 電源コードを挿入します。

2. 前面パネルのパワー ・ スイ ッチを
押して機器の電源をオンにしま
す。

本機器は、 電源投入時に自動で自
己診断テス ト を行います。 自己診
断テス トにパスするまでしばら く
待ちます。

1. 前面パネルのパワー ・ スイ ッチを
押して機器の電源をオフにしま
す。

120
VA

1

Output
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USB
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1
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はじめに
電源投入時の設定を変更する

本機器は、 電源をオンにする と初期設定が呼び出されます。 電源投入時に、 最後に機器の電源をオ
フにしたと きの設定が呼び出されるよ うに変更できます。 電源投入時の設定を変更するには、 ユー
ティ リ テ ィ (Utility) メニューを使用します。

ヒ ント

■ 前面パネルの初期設定 (Default) ボタンを押すと、 いつでも本機器の設定を初期状態に戻すこ とが
できます。

■ 工場出荷時設定に戻すには、前面パネルのユーティ リ テ ィ (Utility) > システム (System) ベーゼル > 
セキュア (Secure) ベーゼル ・ ボタンを押します。 セキュア機能を実行する と、 機器の内部メモ リ
に保存されている設定や波形はすべて消去されます。

1. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押します。

2. システム (System) ベーゼル ・ ボタ
ンを押します。

3. パワーオン (Power On) ベーゼル ・
ボタンを押して、 電源投入時の設
定を選択します。

■ 初期設定 (Default)
初期設定を選択する と、 電源
投入時に初期設定が呼び出さ
れます。

■ ラス ト (Last)
ラス ト を選択する と、 最後に
機器の電源をオフにしたと き
の設定が呼び出されます。

注 ：電源投入時の設定をラス トにする場合は、 次のこ とに注意して ください。 機器の設定によって

は、 次回電源をオンにしたと きに信号が発生しない場合があ り ます。 たとえば、 動作モードがバー

ス トで外部ト リ ガ ・ ソースが選択されている場合などには、 ト リ ガ信号を受信しない限り本機器は

信号を発生しません。

1
2

3
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はじめに
セルフ ・ テス ト と自己校正

本機器は、電源投入時にハード ウェアの自己診断テス ト を実行します。また、ユーティ リ テ ィ (Utility)
メニュー操作によっても機器の診断テス ト と自己校正を実行できます。

■ 診断 （セルフ ・ テス ト ） – ご使用の機器が正し く動作するこ とを確認します。

■ 自己校正 （セルフ ・ キャル） – 主と して出力の DC 確度を内部基準値に校正します。

ヒ ント

■ 自己校正は、20分間のウォームアップのあと +20℃ ～ +30℃の周囲温度の範囲で行って ください。

■ セルフ ・ テス トや自己校正を実行する と きは、 本機器からすべてのケーブルを取り外して くださ
い。

■ 少な く と も 1年に 1度自己校正を行って ください。機器の定期点検等といっし ょに自己校正を実行
するこ とをお勧めします。

注 ：機器が保証されている仕様を満足している こ とを確認したい場合は、 サービス ・ マニュアルに

記載されている性能検査 (Performance Verification) 手順を実行して ください。

1. 前面パネルのユーテ ィ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押します。

2. 次へ (-more-)ベーゼル・ボタンを押
します。

3. 診断 / 自己校正 (Diagnostics/
Calibration) ベーゼル ・ ボタンを押
します。

4. 機器の診断テス ト を実行するに
は、 診断実行 (Execute Diagnostics)
ベーゼル ・ ボタンを押します。

自己校正を実行するには、 自己
校正実行 (Execute Calibration)
ベーゼル ・ ボタンを押します。

5. エラーが報告されずに診断が終わ
る と PASSED とい う メ ッセージ
が表示されます。

2

1

3

5 4

注意 ：自己校正実行中は電源をオフにしないでください。 実行中に電源をオフにする と、 内部メモ

リに保存されているデータが消えてしま う こ とがあ り ます。
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はじめに
表示言語の選択

AFG3000 シ リーズのスク リーンに表示される言語を選択できます。

ヒ ント

■ 初めて電源を入れる場合、言語設定は 「English ( 英語 )」 が選択されています。上記の手順で表示
したい言語を選択する と、 ベーゼル ・ メニュー、 ポップアップ ・ メ ッセージ、 およびヘルプが指
定された言語で表示されます。 メ イン表示エ リ ア （24 ページ参照） は、 英語のままです。

■ 各言語に対応した前面パネル用のオーバーレイが用意されています。

1. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押します。

2. Language ベーゼル ・ ボタンを押
します。

3. 希望する言語を選択します。

英語、 フランス語、 ド イツ語、 日
本語、 韓国語、 簡体中国語、 標準
中国語、 ロシア語から選択できま
す。

1

2

3
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はじめに
機器の誤用防止

出力と 入力コ ネク タ の確認

本機器の出力および入力コネク タは、 フローティ ング出力 / 入力になっています。

ヒ ュ ーズ・ アダプタ の使用

出力または入力コネク タに過大な DC または AC 電圧を加える と機器が損傷する恐れがあ り ます。
出力回路を保護するために、 オプシ ョナル ・ アクセサ リ と して ヒ ューズ ・ アダプタが用意されてい
ます。 学生や他の経験の浅いユーザが本機器を使用する場合、 出力回路保護のため、 常にヒ ュー
ズ ・ アダプタを出力コネク タに取り付けておく こ とをお勧めします。

1. 本機器の前面パネルには、 出力と
入力の両方のコネク タがついてい
ます。

ケーブルを接続する と きは出力と
入力を間違えないでください。

出力と入力のコネク タ を間違えないこ と

出力 (Output) 入力
(Input)

警告 ：感電を避けるため、 各 BNC コネク タのグランド側およびシャーシ ・ グランドには 42 Vpk を

超える電圧を加えないでください。

注意 ：出力コネク タをシ ョー ト した り、 外部から電圧を加えないでください。 機器を損傷する恐れ

があ り ます。

注意 ：前面パネルの Trigger Input コネク タに +5 V を越える過大入力を加えないでください。 機器を

損傷する恐れがあ り ます。

ヒ ューズ ・ アダプタの部品番号は次
のとおりです。

1. 013-0345-00:  アダプタ

2. 159-0454-00:  0.125 A ヒ ューズ ・
セッ ト  (3 本 )

アダプタ

0.125 A ヒ ュ ーズ
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はじめに
フ ローテ ィ ング ・ グラ ン ド

AFG3000 シ リーズは、 シャーシ ・ グランド ( 機器の筐体や AC コネク タのグランド ) と コモン ( 入
出力端子のコモン ) が電気的に絶縁されていますので、 他の機器との間でフローティング接続がで

きます。

信号関連のコネク タはすべてコモン ・ グランドに接続され、 リモート ・ インタフェースのコネク タ

はシャーシ ・ グランドに接続されています。

注意 ：フローティ ング接続を行う場合には、 以下の点に注意して ください。

シャーシ ・ グラン ド と コモン ・ グランド間の最大定格電圧は、 42  Vpk (DC + peak AC) です。 シャー
シ ・ グランド と コモン間の電圧がを 42  Vpk 超える と、 内部の保護回路が働きますが、 電位差が大き
いと内部回路が焼損する場合があ り ます。

コモン ・ グランド とシャーシ ・ グランド間に電位差が存在する場合、 出力信号ラインとシャーシ ・
グランドを短絡させる と内部のヒ ューズが溶断して出力が停止します。 この場合、 ヒ ューズの交換
が必要です。 Tektronix のサービス ・ サポートにコンタ ク ト して ください。

コモン ・ グランド とシャーシ ・ グランドに電位差が存在する場合、 両グラン ドを短絡させる と、 グ
ラン ド間に大電流が流れ、 内部回路が焼損する場合があ り ます。

シャ ーシ・ グラ ンド

コ モン・ グラ ンド

CH2

CH1

50 Ω

50 Ω

1 MΩ
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はじめに
DUT の保護

本機器のチャンネル出力と DUT (Device Under Test、 被検査機器 ) を接続する際は十分注意して くだ
さい。 DUT 保護のため、 出力メニュー (Output Menu) を使用してハイレベル、 ローレベルのリ ミ ッ
ト を設定するこ とができます。

ヒ ント

■ 出力メニューで リ ミ ッ ト値を設定する と、 ス ク リーンの波形表示部左端に設定したレベルのリ
ミ ッ ト が赤い色で表示されます。 レベル表示については、 24 ページのスク リーン ・ インタ
フェースを参照して ください。

1. 前面パネルのTop Menu  ボタン
を押します。 一番下のベーゼル ・
メニューに出力メニュー (Output 
Menu) が表示されます。 出力メ
ニューを選択します。

2. この例では、 High Limit が
5.000 V、 Low Limit が –5.000 V に
設定されています。

3. リ ミ ッ ト (Limit) ベーゼル・ボタン
を押します。

4. ハイ リ ミ ッ ト (High Limit) ベーゼ
ル ・ ボタンを押します。 数値入力
キーまたは汎用ノブを使って値を
入力します。

High Limit に 50 mV、Low Limit に
–50 mV を入力します。

5. 前面パネルのサイン (Sine) ボタン
を押すと波形パラ メータが表示さ
れます。 High と Low のレベルが
変更されたこ とを確認します。

ハイ ・ レベルに 50 mV を越える
値を入力するこ とはできません。

1
2

3 4

5
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はじめに
フ ァームウ ェ アの更新

USB メモ リ を使用して AFG3000 シ リーズのファームウェアを最新の状態にアップデートできます。

注意 ：ファームウェアの更新は、 場合によっては機器に損傷を与える危険を伴う操作です。 十分に

注意して行って ください。 更新実行中は、 絶対に USB メモ リ を抜いた り、 機器の電源をオフにしな

いでください。

注 ：以下の手順で示されるスク リーンのイ メージは一例です。 実際のスク リーン表示は、 機器の構

成によって異なる場合があ り ます。

1. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押します。

表示される画面でファームウェ
アのバージ ョ ンを確認します。

2.  www.tektronix.com にアクセスし
てよ り最新のバージ ョ ンが提供さ
れているかど うかを確認します。
最新のファームウェアを PC にダ
ウンロード します。

ダウンロード したファ イルを解凍
し、 USB メモ リにコピーします。

3. USB メモ リ を前面パネルのUSBコ
ネク タに取り付けます。

4. Utility メニューの次へ(-more-)ボタ
ンを 2 回押します。

5. Utility メニューの 3 ページ目が表
示されます。 FW 更新 (Firmware 
Update) を押します。

注 . USB メモ リが装着されていない
と FW 更新ボタンは無効にな り ます。

注 . アクセス保護がオンの場合、 FW
更新ボタンは無効にな り ます。 アク
セス保護については 67 ページ参照。

1

2

3

4

5
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はじめに
6. ダウンロード したファームウェア
のファ イルを選択して、 実行
(Execute) を押します。

ファームウェア ・ ファ イルの名称
は次のとおりです。

■ tekafgtb-1.x.x.tfb

7. "Are you sure you want to update 
firmware?" とい う メ ッセージが表
示されます。 OK を押します。

8. "Do not power off until the process 
completes." とい う メ ッセージが表
示されます。 スク リーン右上の時
計のシンボルが更新プロセスが継
続中であるこ とを示します。

注意 . ファームウェアの更新には約 2
分かかり ます。 更新中に USB メモ リ
を抜かないでください。

注意 . 更新実行中に、 誤って USB メ
モ リ を抜いてしまった場合に、 機器
の電源をオフにしないでください。
ステップ 3 からのインス ト レーシ ョ
ン作業を繰り返します。

9. "Operation completed"のメ ッセージ
が表示されるまで待ちます。

10. OK を押します。

注意 . “Operation completed” のメ ッ
セージが表示されなかった場合に、
機器の電源をオフにしないでくださ
い。 別の USB メモ リ を使用してス
テップ 2 からのインス ト レーシ ョ ン
作業を繰り返します。

6

7

8

9

10
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はじめに
ヒ ント

■ セキュ リ テ ィ ・ メニューを使用して、 ファームウェアの更新にプロテク ト をかける こ とができま
す。 67 ページを参照して ください。

11. USBコネク タから USB メモ リ を抜
きます。

12. 機器の電源をいったんオフにし、
再度オンにします。

13. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押して Utility メ
ニューを表示します。

ファームウェアが更新されたこ と
を確認します。

1112

13
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はじめに
ネ ッ ト ワークへの接続

AFG3000 シ リーズのコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ インタフェースによって、 ご使用の機器をネッ ト ワーク
に接続して リモー ト ・ コン ト ロールするこ とができます。 USB、 LAN、 または GPIB のインタフェー
スが使用できます。

USB イ ンタ フ ェ ース

USB インタフェースのセッ ト アップには、 前面パネルやベーゼル ・ メニューの操作を必要と しませ
ん。 USB ケーブルで機器と PC を接続するだけです。

Ethernet 設定

ご使用の機器をネッ ト ワークに接続するには、ネッ ト ワーク管理者から情報を入手する必要があ り ま
す。 Ethernet ネッ ト ワーク ・ パラ メータの入力手順は、 ご使用のネッ ト ワーク環境によって異な り ま
す。 ネッ ト ワークが DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) をサポート している場合は、 以下の
手順に従います。

1. 後部パネルの LAN ポートに LAN
ケーブルを接続します。

2. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押します。

3. I/Oインタフェース(I/O Interface) > 
Ethernet ベーゼル ・ ボタンを押し
ます。

4. Ethernet ネッ ト ワーク設定メ
ニューが表示されます。

DHCP オンを選択する と、 DHCP
経由でネッ ト ワーク ・ アド レスを
自動的に設定します。

120
VA

1

2

3

4
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はじめに
GPIB 設定

機器の GPIB インタフェースを設定するには、 以下のステップに従います。

DHCP オンによって通信を確立でき
ない場合は、 IP アド レスを手動で設
定し、 サブネッ ト ・ マスク も設定す
る必要があ り ます。 次のステップに
従います。

5. Ethernet ネッ ト ワーク設定メ
ニューを表示し、 DHCP オフを選
択します。

6. IPアドレス (IP Address)を押してIP
アドレスを入力します。 ネッ ト
ワーク管理者に聞いて IP アドレ
スを入手します。

7. サブネッ ト マスク (Subnet Mask) を
押してサブネッ ト マスクを入力し
ます。 ネッ ト ワーク管理者にサブ
ネッ ト マスクが必要かど うか確認
します。

8. デフォルトゲート ウェイ (Default 
Gateway) を押してゲート ウェイ ・
アド レスを入力します。 ネッ ト
ワーク管理者に聞いてゲート ウェ
イ ・ アド レスを確認します。

1. 後部パネルの GPIB ポートに GPIB
ケーブルを接続します。

2. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押します。

3. I/O インタフェース (I/O Interface)  
> GPIB ベーゼル ・ ボタンを押し
ます。

6

8

7

5

120
VA

1

2

3
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はじめに
ヒ ント

■ リ モー ト ・ コン ト ロール ・ コマンドについては、 AFG3000 シ リーズ プログラマ ・ マニュアルを
参照して ください。

4. アドレス (Address) ベーゼル・ボタ
ンを押してユニークなアドレスを
割り当てます。

GPIB アド レスは機器独自のアド
レスを定義します。 GPIB に接続
される各デバイスは異なるアドレ
スを持ちます。 GPIB アドレスは
0 から 30 である必要があ り ます。

5. 設定 (Configuration) ベーゼル ・ ボ
タンを押してバス ・ コ ミ ュニケー
シ ョ ンのオンとオフを切替えま
す。

■ トーク / リ スン (Talk/Listen) – 外
部ホス ト ・ コンピュータから
機器を リモート ・ コン ト ロー
ルする と きにこのモードを選
択します。

■ オフバス (Off Bus) – このモー
ドを選択する と機器と GPIB
バス間が切断されます。

4

5
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はじめに
出力等価回路

下記の各図は、 AFG3000 シ リーズの出力等価回路を示しています。

1. AFG3011

■ 負荷インピーダンスが >50Ω の
と きは、 ±20 V を超えるこ と
はあ り ません。

2. AFG3021B/AFG3022B

■ 負荷インピーダンスによって、
出力信号の振幅とオフセッ ト
が制限されるこ とはあ り ませ
ん。

3. AFG3101/AFG3102

■ 負荷インピーダンスが >50Ω の
と きは、 ±10 V を超えるこ と
はあ り ません。

■ 最大レベルを超えた電圧はク
リ ップされます。

■ 負荷インピーダンスを変更す
る と、 振幅とオフセッ トが制
限を受けます。 最大および最
小レベルはそれぞれ ±10 V を
超えるこ とはあ り ません。

4. AFG3251/AFG3252

■ 負荷インピーダンスが >50Ω の
と きは、 ±10 V を超えるこ と
はあ り ません。

50 Ω

Signal

Offset

Offset

50 Ω

Signal

OffsetSignal

50 Ω

OffsetSignal

50 Ω

電流源
電圧源
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はじめに
次の表は、 サイン波を例に、 負荷インピーダンス (L) を変更したと きの出力ウ ィ ンド ウ （最大およ
び最小レベル） を示しています。 負荷インピーダンスによって出力ウ ィンド ウが変わり ます。 負荷
インピーダンスの設定については、 54 ページを参照して ください。

過熱保護機能 (AFG3011 のみ )
AFG3011 は過熱検出機能を持ち、 機器の内部温度がモニタ されます。 過熱状態を検出する と、 警告
メ ッセージが表示され信号出力が自動的にオフにな り ます。 警告メ ッセージが表示されたら、 次の
条件をチェ ッ ク して ください。 動作の要件については、 6 ページを参照して ください。

■ 機器が所定の温度範囲で使用されている。

■ 所定の設置条件 （ ク リ アランス） を満足している。

■ 機器のファンが正し く動作している。

L = 50 Ω L = High Z

AFG3011

最大レベル
最小レベル
( 最大振幅 )

10 V
–10 V
(20 Vp-p)

20 V
–20 V
(40 Vp-p)

AFG3021B/AFG3022B

最大レベル
最小レベル
( 最大振幅 )

5 V
–5 V
(10 Vp-p)

10 V
–10 V
(20 Vp-p)

AFG3101/AFG3102

最大レベル
最小レベル
( 最大振幅 )

10 V
–10 V
(10 Vp-p)

10 V
–10 V
(20 Vp-p)

AFG3251/AFG3252

最大レベル
最小レベル
( 最大振幅 )

5 V
–5 V
(5 Vp-p)

10 V
–10 V
(10 Vp-p)
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基本的な仕様
基本的な仕様

前面パネル

前面パネルは、 操作性を考慮して機能別に配置されています。 こ こでは、 前面パネル ・ コン ト ロー
ルと スク リーン ・ インタフェースについて簡単に説明します。 次の図は 2 チャンネル ・ モデルの前
面パネルを示しています。

前面パネルのロッ ク / アンロッ ク

前面パネル ・ コン ト ロールをロ ッ ク したいと きは、 次の リモート ・ コマンドを使用します。

■ System:KLOCk[:STATe]

リ モー ト ・ コマン ドを使用しないで前面パネルのロ ッ ク状態を解除する と きは、 前面パネルの
Cancel ボタンを 2 回押します。

Output

USB
Memory

USB
Memory

AFG 3102 1GS/s
100MHz

DUAL CHANNEL
ARBITRARY/FUNCTION GENERATOR

InputOutput Output

Channel TriggerTrigger

View

Ch2Ch1

Run ModeFunction

Sine

 Leading/TrailingDuty/Width 

Sweep Burst

Edit Utility

Save RecallMore...

Arb

Pulse

Ramp

Square

Continuous Modulation

Default

Help

Offset/Low

Frequency/Period Amplitude/High

Phase   Delay

ベーゼル・ メ ニュ ー・ ボタ ン

波形選択ボタ ン

ショ ート カ ッ ト ・ ボタ ン

メ ニュ ー・ ボタ ン

ト リ ガ入力コ ネク タ

ト リ ガ出力コ ネク タ

CH1, CH2 出力コ ネク タ

View ボタ ン

USB コ ネク タ

パワー・ スイ ッ チ

数値入力キー

Top Menu ボタ ン

本機器が内部または外部のト リ
ガ信号を検出すると Trig’d LED が
光り ます。
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基本的な仕様
ス ク リ ーン ・ イ ン タ フ ェ ース

ベーゼル ・ メ ニュー . 前面パネルのボタンを押すと、 対応する メニュー項目がスク リーン右部分
に表示されます。 各メニューは、 スク リーン右側にあるラベル表示のないボタンを押したと きに選
択できるオプシ ョ ンを示します。 （一部の関連文書では、 ベーゼル ・ ボタンをオプシ ョ ン ・ ボタン、
サイ ド メニュー ・ ボタン、 ソフ ト ・ キーなど と表示するこ とがあ り ます。）

メ イ ン表示エ リ ア と ビ ュー ・ タ ブ . 前面パネルの View ボタンを押すと、 メ イン表示エ リ アの表
示フォーマッ トが切り替わり ます。 ビュー ・ タブは現在選択されている表示フォーマッ トに対応し
ています。 本機器には 3 つの表示フォーマッ トがあ り ます (25 ページ参照 )。

出力ステータ ス . 出力がオフの状態のと きに Output Off と表示されます。 前面パネルの出力ボタ
ン (33 ページ参照 ) を押して出力をオンにする と、 この表示は消えます。

メ ッ セージ表示エ リ ア . ク ロ ッ クや ト リ ガの状況など、 ハード ウェアの状況をモニタ リ ングした
情報が表示されます。

レベル ・ メ ータ . 振幅レベルが表示されます。 ハイ リ ミ ッ ト / ローリ ミ ッ ト の設定方法は、 14 ペー
ジで説明されています。 レベル ・ メータについては、 次の説明を参照して ください。

ベーゼル・ メ ニュ ー

ビュ ー・ タ ブ

メ イ ン表示エリ ア
（ パラ メ ータ ・ リ スト

またはグラ フ ）

出力ステータ ス

レ ベル・ メ ータ

メ ッ セージ表示エリ ア

1. 使用しているAFG3000シ リーズの
最大振幅レベルを示します。

2. ユーザが設定したハイ リ ミ ッ ト と
ローリ ミ ッ トの範囲を示します。

3. 現在選択されている波形の振幅レ
ベルを示します。

21 3
24 AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル



基本的な仕様
View ボタ ン

本機器には、 次の 3 種類のスク リーン表示フォーマッ トが用意されています。

■ 波形パラ メータ とグラフ表示

■ グラフ比較

■ 波形パラ メータ比較

ヒ ント

■ 現在選択している メニューが設定保存 (Save)、 設定呼出 (Recall)、 ユーティ リ テ ィ (Utility)、 Help
または出力 (Output) の場合、 View ボタンを押しても表示は切り替わり ません。

■ 波形編集 (Edit) メニューのと き View ボタンを押すこ とによ り、編集テキス ト とグラフ表示を切替
える こ とができます。 1 チャンネル ・ モデルの場合、 これが View ボタンの唯一の機能です。

1. スク リーンの表示フォーマッ ト を
変更するには、 前面パネルのスク
リーン右下にある View ボタンを
使用します。

2. 最初のフォーマッ トは、 1 つの
チャンネルについて波形パラ メー
タ とグラフの両方を表示します。

2 チャンネル ・ モデルの場合、
チャンネル選択ボタン （33 ペー
ジ参照） を押すと、 CH1、 CH2 の
情報を簡単に切り替えて表示でき
ます。

View ボタンを 1 回押すと、 グラ
フ比較の表示フォーマッ トに変わ
り ます。

View ボタンをも う一度押すと、 3
番目の表示フォーマッ トに変わ
り、 CH1 と CH2 の波形パラ メー
タを比較します。

View

1

2
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基本的な仕様
シ ョ ー ト カ ッ ト ・ ボタ ン

シ ョー ト カッ ト ・ ボタンは経験のあるユーザ向けに用意されています。 シ ョー ト カッ ト ・ ボタンで
設定パラ メータを選択し、 前面パネル ・ コン ト ロールを使用して数値を入力できます。 このボタン
を活用するこ とによ り、 ベーゼル ・ メニューを使う こ とな く波形パラ メータを選択できます。

ヒ ント

■ 位相 | 遅延 (Phase | Delay) シ ョー ト カッ ト ・ボタンを押すと リードディ レイ (Lead Delay) がアクテ ィ
ブにな り ます。 再度、 位相 | 遅延を押しても、 パルス ・ パラ メータ ・ メニューには位相のパラ
メータがないため、 画面は変化しません。

■ デューティ / 幅 (Duty/Width) と立上り / 立下り (Leading/Trailing) シ ョー ト カッ ト ・ボタンは、パル
ス ・ パラ メータ ・ メニューでのみ機能します。

1. シ ョー ト カッ ト ・ ボタンは、 前面
パネルの動作モード (Run Mode)
ボタンの下に位置しています。

この例では、 パルス波形を使用し
ます。

2. 振幅 /ハイ (Amplitude/High) シ ョー
ト カッ ト ・ ボタンを 1 回押すと、
Ampl( 振幅 ) がアクティブにな り
ます。

3. 振幅 /ハイ (Amplitude/High) シ ョー
ト カッ ト ・ ボタンをも う 1 回押す
と、 High( ハイレベル ) がアク
ティブにな り ます。

同様にして、 周波数 / 周期
(Frequency/Period)、 オフセッ ト /
ロー (Offset/Low)、 デューティ /
幅 (Duty/Width) なども設定できま
す。

1

2

3
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基本的な仕様
初期設定の呼出

初期設定を呼び出したいと きは、 前面パネルの初期設定 (Default) ボタンを使います。

ヒ ント

■ AFG3000 シ リーズ プログラマ ・ マニュアルに、 初期設定の詳細情報が記載されています。 この
マニュアルは、 製品に付属の CD または www.tektronix.com から入手できます。

■ 前面パネルの初期設定ボタンを押しても次の各設定はリセッ ト されません。

■ 言語設定

■ 電源投入時設定

■ システム関連の設定 （表示コン ト ラス ト 、 ス ク リーン ・ セーバ、 ク リ ッ ク音、 ビープ音）

■ 保存された設定と任意波形データ

■ 校正データ

■ GPIB と Ethernet 設定

■ アクセス保護

1. 前面パネルの初期設定 (Default) ボ
タンを押します。

2. 確認のポップアップ ・ メ ッセージ
が表示されます。

OK を押すと、 初期設定が呼び出
されます。

キャンセル (Cancel) を押すと、
キャンセルされます。

3. OK を選択する と、 初期設定の
1 MHz 周波数、 1 Vp-p 振幅のサイ
ン波が表示されます。

1

2

3
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基本的な仕様
波形の選択

AFG3000 シ リーズは、 12 の標準波形を出力できます ( サイン、 方形波、 ランプ、 パルス、 Sin(x)/x、
ノ イズ、 DC、 Gaussian、 Lorentz、 指数立上り、 指数立下り、 Haversine)。 さ らに、 ユーザ定義波形を
出力するこ と もできます。 カスタム波形の作成、 編集、 および保存が可能です。

動作モードの変調メニューを使用するこ とで、変調波形を作成できます。次の表は、変調のタイプと
出力波形の組み合わせを示します。

出力波形を選択するには、 次のステップに従います。

サイ ン、 方形波、
ラ ンプ、 任意波形、
Sin(x)/x、 Gaussian、

Lorentz、 指数立上り、

指数立下り、 Haversine

パルス ノ イズ、
DC

AM √
FM √
PM √
FSK √
PWM √

スイープ √

バース ト √ √

注 ：任意波形では、 設定値の Vp-p は波形データが正規化されたと きの Vp-p 値を示しています。

Sin(x)/x、 Gaussian、 Lorentz、 指数立上り、 指数立下り、 Haversine では、 0 ～ピーク値の 2 倍を Vp-p
と しています。

1. 連続するサイン波を選択するに
は、 前面パネルのサイン (Sine) ボ
タン、 続いて連続 (Continuous) ボ
タンを押します。

2. 前面パネルの波形 (Function) ボタ
ンから、 4 つの標準波形のう ちの
1 つを直接選択できます。

3. 任意波形を選択するには、 任意
(Arb) ボタンを押します。 詳しい
手順は、 37 ページを参照して く
ださい。

4. Sin(x)/x、 ノ イズ、 DC、 Gaussian
などの、 その他の標準波形を選択
するには、 前面パネルのその他
(More...) ボタンを押し、 続いて一
番上のベーゼル ・ ボタンを押しま
す。

1

2

4

3
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基本的な仕様
5. Sin(x)/x と ノ イズの波形例を右に
示します。

6. DCとGaussianの波形例を右に示し
ます。

7. Lorentz と Haversine の波形例を右
に示します。

8. 指数立上り と指数立下りの波形例
を右に示します。

Sin(x)/x ノ イ ズ

GaussianDC

HaversineLorentz

指数立下り指数立上り
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基本的な仕様
動作モー ド の選択

信号出力の方法を選択するには、 4 つの動作モード (Run Mode) から 1 つを選択します。

1. デフォルトの動作モードは、 連続
(Continuous) です。

波形パラ メータの変更について
は、 31 ページを参照して くださ
い。

2. 変調波形を出力するには、 動作
モードの変調 (Modulation) ボタン
を押します。

変調波形については、 46 ページ
を参照して ください。

3. スイープ波形を出力するには、 動
作モードのスイープ (Sweep) ボタ
ンを押します。

スイープ波形については、
44 ページを参照して ください。

4. バース ト波形を出力するには、 動
作モードのバース ト (Burst) ボタ
ンを押します。

バース ト波形については、
42 ページを参照して ください。

1

2

3

4
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基本的な仕様
波形パラ メ ータの調整

機器をパワー ・ オンしたと きのデフォルトの出力信号は、 1 Vp-p、 1 MHz のサイン波形です。 次の例
では、 デフォル トの出力信号の周波数と振幅を変更します。

1. 前面パネルの初期設定 (Default) ボ
タンを押して、 デフォルトの出力
信号を表示します。

2. 周波数を変更するには、 前面パネ
ルの周波数/周期(Frequency/Period)
シ ョー ト カッ ト ・ ボタンを押しま
す。

3. 周波数(Frequency)がアクティブに
な り ます。 数値入力キーと単位
ベーゼル ・ メニューまたは汎用ノ
ブを使用して値を変更できます。

4. 周波数 / 周期 シ ョート カッ ト ・ ボ
タンをも う一度押すと、 パラ メー
タが周期 (Period) に切り替わり ま
す。

5. 次に、 振幅を変更します。 振幅 /
ハイ (Amplitude/High) シ ョート
カッ ト ・ ボタンを押します。

6. 振幅(Amplitude)がアクティブにな
り ます。 数値入力キーと単位ベー
ゼル ・ メニューまたは汎用ノブを
使用して値を変更できます。

7. 振幅 / ハイ  シ ョート カッ ト ・ ボタ
ンをも う一度押すと、 パラ メータ
のハイレベル (High Level) に切り
替わり ます。

位相やオフセッ トの値も同様にし
て変更できます。

1

2

3

4

5

6

7
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基本的な仕様
ヒ ント

次の表は、 サイン波の Vp-p、 Vrms、 dBm の関係を示します。

8. 振幅の単位を変更するには、 次へ
(-more-) ベーゼル ・ ボタンを押し
て 2 ページ目を表示します。

9. 単位 (Units) ベーゼル・ボタンを押
して単位選択画面を表示します。
デフォルトでは Vp-p が選択され
ています。

Vp-p Vrms dBm

20.00 Vp-p 7.07 Vrms +30.00 dBm
10.00 Vp-p 3.54 Vrms +23.98 dBm
2.828 Vp-p 1.00 Vrms +13.01 dBm
2.000 Vp-p 707 mVrms +10.00 dBm
1.414 Vp-p 500 mVrms +6.99 dBm
632 mVp-p 224 mVrms 0.00 dBm
283 mVp-p 100 mVrms -6.99 dBm
200 mVp-p 70.7 mVrms -10.00 dBm
10.0 mVp-p 3.54 mVrms -36.02 dBm

8
9

32 AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル



基本的な仕様
チャ ンネル選択 (2 チャ ンネル ・ モデルのみ )

出力オン / オフ

1. 前面パネルのチャンネル選択ボタ
ンを押すと、 スク リーンの表示を
コン ト ロールできます。 2 つの
チャンネルの表示を切替えるこ と
ができます。

注 ：波形編集、 ユーティ リ テ ィ、 設定保存、 設定呼出、 ヘルプの各メニューで、 チャンネル選択ボ

タンを押すと、 ス ク リーンの表示は以前に表示されていた画面に戻り ます。 チャンネルは切り替わ

り ません。

1. 信号出力をオンにするには、 前面
パネルのチャンネル出力 On ボタ
ンを押します。 オンの状態で LED
が点灯します。

出力がオフの状態でも信号の各種
設定が可能です。 これによ り、 問
題を引き起こしそ う な信号を
DUT に送ってしま う可能性を最
小化します。

2. (2 チャンネル ・ モデルのみ )

CH1 と CH2 の信号出力は、それぞ
れ独立してオン / オフ設定が可能
です。

2 つのチャンネルの 1 つだけ、 ま
たは両方の出力をオンにでき ま
す。

1

1

Output

USB
Memory

USB
Memory

AFG 3102 1GS/s
100MHz

DUAL CHANNEL
ARBITRARY/FUNCTION GENERATOR

InputOutput Output

Channel TriggerTrigger

View

Ch2Ch1

Run ModeFunction

Sine

 Leading/TrailingDuty/Width 

Sweep Burst

Edit Utility

Save RecallMore...

Arb

Pulse

Ramp

Square

Continuous Modulation

Default

Help

Offset/Low

Frequency/Period Amplitude/High

Phase   Delay

2
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基本的な仕様
後部パネル

次の図は、 AFG3000 シ リーズの後部パネル ・ コネク タを示しています。

EXT REF INPUT. 外部リ ファレンス入力用の BNC コネク タです。 複数の AFG3000 シ リーズを同期運
転させたいと き、 または AFG3000 シ リーズを他の機器と同期させたいと きに使用します。

EXT REF OUTPUT. 外部リ ファレンス出力用の BNC コネク タです。 複数の AFG3000 シ リーズを同期
運転させたいと き、 または AFG3000 シ リーズを他の機器と同期させたいと きに使用します。

ADD INPUT. このコネク タは、 AFG3101/AFG3102 および AFG3251/AFG3252 に装備されています。
他の信号源からの入力信号を CH1 の出力信号に付加するためのコネク タです。

EXT MODULATION CH1/CH2 INPUT. 出力信号を外部波形で変調するための入力コネク タです。 CH1
と CH2 の入力は独立しています。

USB. USB コン ト ローラを接続するためのコネク タです (Type B)。

LAN. ネッ ト ワークに接続するために使用します。 10BASE-T または 100BASE-T ケーブルを接続し
ます。

GPIB. GPIB で機器をコン ト ロールする と きに使用します。

セキュ リ テ ィ ・ スロ ッ ト . 盗難防止用のセキュ リ テ ィ ・ スロ ッ ト です。 ラ ップ ト ップ ・ コン
ピュータ用のセキュ リ テ ィ ・ ケーブルを取付けます。

シャーシ ・ グラ ン ド端子取付用ネジ . 本機器を接地するための端子取付ネジです。 端子取付に
は、 ユニファ イ並目ねじ (#6-32、 長さ 6.35 mm 以下 ) を使用して ください。

120
VA

シャ ーシグラ ンド
端子取付用ネジ

セキュ リ ティ ・ スロッ ト
34 AFG3000 シ リーズ ク イ ッ ク ・ ス ター ト ・ ユーザ ・ マニュアル



基本操作
基本操作

パルス波形を出力する

ヒ ント

■ リード ・ディ レイを設定できます。パルス画面で、位相 | 遅延 (Phase | Delay) シ ョート カッ ト ・ボタ
ンを押すと、 パルス波形のリード ・ ディ レイを設定できます。 ベーゼル ・ メニューから も リー
ド ・ ディ レイを選択できます。

1. 前面パネルのパルス ・ ボタンを押
してパルス画面を表示します。

2. 周波数 / 周期 (Frequency/Period)
シ ョート カッ ト ・ ボタンを押す
と、 周波数 (Frequency) または周
期 (Period) がアクティブにな り ま
す。

3. デューティ /幅 (Duty/Width) シ ョー
ト カッ ト ・ ボタンを押すと、
デューティ (Duty) と幅 (Width) が
切り替わり ます。

4. 立ち上り /立下り (Leading/Trailing)
シ ョート カッ ト ・ ボタンを押す
と、 立ち上りエッジ (Leading 
Edge) と立下りエッジ (Trailing 
Edge) のパラ メータが切り替わり
ます。

5. パルス波形をオシロスコープで観
測した例を右に示します。

1

2

3

4

5
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基本操作
任意波形の保存 / 呼出

機器の内部メモ リに任意波形を 4 つまで保存できます。 4 つ以上の波形を保存するには、 USB メモ
リ を使用します。

ヒ ント

■ 波形データ書込みサブメニューで次へ (-more-) ボタンを押すと、ロ ッ ク / アンロ ッ ク と消去のサブ
メニューを表示します。

■ ロ ッ ク / アンロ ッ ク機能は、 誤って波形ファ イルを上書きしてしま うのを防止するために用意さ
れています。

1. 任意波形を呼び出す、 または保存
するには、 前面パネルの波形編集
(Edit) ボタンを押して波形編集メ
ニューを表示します。

2. 任意波形を呼び出すには、 波形
データ読込 (Read from...) を選択
します。

3. Read Waveform ページが表示され
ます。

4. 任意波形を保存するには、 波形
データ書込 (Write to...) を選択し
て Write Waveform ページを表示
します。

5. 任意波形をUSB メモ リに保存する
と、 TFW とい う拡張子のついた
ファ イルが保存されます。

6. 前面パネルの任意 (Arb) ボタンを
押し、 続いて任意波形メニュー
(Arb Waveform Menu) ベーゼル ・
ボタンを押して波形を呼び出すこ
と もできます。

1
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基本操作
任意波形を出力する

機器の内部メモ リ または USB メモ リに保存してある任意波形を出力できます。

ヒ ント

■ ファ イル名は、 アルファベッ トおよび英数字で表示されます。 非英語系の文字を使用する と、 判
読不能の文字列 (#、 $、 % など ) に置き換えられます。

■ USB メモ リ内の任意波形を内部メモ リにコピーする と きは、 波形編集 (Edit) メニューの波形デー
タ書込 (Write to...) ベーゼル ・ メニューを使用します。

1. 前面パネルの任意 (Arb) ボタンを
押します。

2. 表示された画面で、 一番上のベー
ゼル ・ ボタンを押します。

3. 任意波形メニューが表示されま
す。 内部メモ リ または USB メモ
リのどちらかを選択します。

内部 (Internal) を選択する と、
User1 ～ User4、 または Edit Mem-
ory から出力する波形を指定でき
ます。

汎用ノブで上下にスク ロールでき
ます。 ファ イルを指定して、 OK
ボタンを押します。

4. USB を選択する と、USB メモ リ内
のフォルダとファ イルが表示され
ます。

汎用ノブで上下にスク ロールでき
ます。 フォルダを開くには、 ディ
レク ト リ変更 (Change Directory)
ベーゼル ・ ボタンを押します。
OK ボタンを押すと、 ファ イルが
開きます。

上位ディ レク ト リに戻る と きは、
<Up Directory> のアイコンを指定
して、 ディ レク ト リ変更 (Change 
Directory) ベーゼル ・ ボタンを押
します。

1 2

3

tfw

tfw

tfw

tfw

tfw
tfw

tfw

4
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基本操作
任意波形を編集する ( 波形編集メ ニュー )
任意波形を編集するには、 波形編集 (Edit) メニューを使用します。 波形編集メニューは、 各種の波
形編集機能をサポート し、 編集した波形データのインポートおよび保存も行います。

1. 前面パネルの波形編集 (Edit) ボタ
ンを押して、 波形編集画面を表示
します。

2. 波形ポイン ト数 (Number of Points)
を選択する と、 編集する波形のポ
イン ト数を設定できます。

3. 新規 (New) を選択する と、 エ
ディ ッ ト ・ メモ リに波形ポイン ト
数で指定したポイン ト数の標準波
形を書き込みます。

4. 編集 (Operation) を選択する と波形
編集のサブメニューを表示しま
す。

5. 波形データ読込 (Read from...) を
選択する と、 内部メモ リ または
USB メモ リから波形ファ イル
を読み出します。

6. 編集 (Operation) を選択する と波
形編集のサブメニューを表示し
ます。

■ ラ イン (Line)でライン編集のサ
ブメニューを表示します。

■ データ (Data) で、波形データの
ポイン ト番号編集のサブメ
ニューを表示します。

■ カッ ト (Cut) で、 波形データの
領域削除サブメニューを表示
します。

7. 前にペース ト (Paste at Beginning)を
選択する と、 エディ ッ ト波形の前
に波形を追加できます。

後にペース ト (Paste at End) を選択
する と、 エディ ッ ト波形の後に波
形を追加できます。

8. 波形データ書込 (Write to...) を選択
する と、 波形データ書込み用のサ
ブメニューを表示します。
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基本操作
任意波形編集例 1

次の例は、 ラ イン編集機能を説明しています。 サイン波の前にランプ波をペース ト します。

1. 波形ポイン ト数 (Number of Points)
を選択して、 任意波形のポイン ト
数を指定します。 こ こでは、 1000
ポイン ト を指定します。

2. 新規 (New) を押して、サイン (Sine)
を選 択します。 この波形を User1
に保存します。

任意波形の保存については、 36
ページを参照して ください。

3. 次に波形ポイン ト数 500 のランプ
波形を作成します。

4. 編集 (Operation) でライン (Line) を
選択し、 次のよ うに波形を編集し
ます。

■ X1: 1, Y1:8191

■ X2: 250, Y2: 16382

実行 (Execute) を押します。 も う
一度編集でラインを選択し、 次の
よ うに波形を編集します。

■ X1: 251, Y1:16382

■ X2: 500, Y2: 8191

5. 実行を押し、 この波形を User2 に
保存します。

6. 次に、波形のペース ト を行います。
波形データ読込 (Read from...) で
User1 を選択します。

7. 前にペース ト (Paste at Beginning)を
押します。 User2 の波形を選択し
て読込 (Paste) を実行します。

8. 右のよ う な波形が作成されます。

1
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基本操作
任意波形編集例 2

次に、 波形をデータ ・ ポイン ト編集する例を示します。 この例では、 サイン波にスパイ ク ・ ノ イズ
を加えます。

ヒ ント

■ 任意波形のエディ ッ ト ・ メモ リが出力されている と きに波形編集を行う と、 波形編集の内容が自
動的に出力波形にも反映されます。

■ 波形編集メニューを表示している と きに、前面パネルの View ボタンを押すと、 グラフ表示とテー
ブル表示を交互に表示します。

1. 波形データ読込 (Read from...) で
User1 を読み込みます。

2. 前面パネル View  ボタンを押
してテーブル表示に変更します。

3. 編集 (Operation) を押してデータ
(Data) を選択します。

4. 次のデータ編集を行います。

■ X: 250, Y: 8191

■ X: 251, Y: 8191

■ X: 750, Y: 8191

■ X: 751, Y: 8191

5. それぞれのポイン ト入力を行って
から実行 (Execute)を押すとポイン
ト編集が確定します。 この波形を
User3 に保存します。

6. User3 の波形をオシロスコープで
表示した例です。

View

1

2

3
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基本操作
ノ イズ /DC を出力する

ヒ ント

■ ノ イズと DC 波形を変調またはスイープするこ とはできません。 28 ページを参照して ください。

1. 前面パネルのその他 (More...) ボタ
ンを押します。

2. 表示された画面で、 一番上のベー
ゼル ・ ボタンを押します。

3. ノ イズ (Noise) を選択します。

4. ノ イズの波形パラ メータを設定で
きます。 オシロスコープで観測し
たガウシャン ・ タ イプのノ イズ例
を右に示します。

5. DC を選択する と、DC の波形パラ
メータを表示します。
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基本操作
バース ト 波形を出力する

AFG3000 シ リーズは、 サイン波、 方形波、 ランプ波形、 パルス波形などの標準波形、 または任意波
形を使用してバース ト波形を出力できます。 次の 2 つのバース ト ・ モードが用意されています。

ト リ ガ ・ バース ト ・ モー ド . 内部ト リ ガ ・ ソース、 外部ト リ ガ ・ ソース、 リモート ・ コマンド、
または Manual Trigger ボタンのいずれかの ト リ ガ入力を受信したと きに、 指定したサイ クル ( バー
ス ト ・ カウン ト ) の波形が出力されます

ゲー ト ・ バース ト ・ モー ド . 有効な外部ゲート信号が適用されたと き、 Manual Trigger ボタンが
押されている間、 リモー ト ・ コマン ド受信時、 または選択した内部ト リ ガ間隔の 50% の間、 連続波
形を出力します。

ト リ ガ・ バースト 波形を出力するには

次の例では、 バース ト ・ モードを使用してダブル ・ パルスを発生する手順を示しています。

1. 出力波形と してパルスを選択し、
前面パネルのバース ト (Burst) ボ
タンを押します。

2. 1 サイ クル、N サイ クル ( デフォル
トは N=5)、 または無限サイ クル
のいずれかが選択されている場
合、 ト リ ガ ・ バース ト ・ モードで
あるこ とを意味します。

ダブル ・ パルスを出力するため
に、 バース ト ・ カウン ト （N- サ
イ クル） を 2 に設定します。

3. ダブル ・ パルスの出力例です。

4. この波形は、 ト リ ガ出力信号で
す。
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基本操作
ゲート ・ バースト 波形を出力するには

ゲート ・ バース ト ・ モードでは、 内部ゲート信号または前面パネルの Trigger Input コネク タに適用
される外部信号に基づいて波形が出力されます。 ゲート信号が有効なと き、 または前面パネル
Manual Trigger ボタンが押されている間、 連続波形を出力します。

ヒ ント

■ バース ト ・ モードの ト リ ガ ・ ソース と して、 以下の信号から選択できます。

■ 内部または外部ト リ ガ信号

■ マニュアル ・ ト リ ガ

■ リ モー ト ・ コマン ド

■ ゲート波形の出力を選択する と、 バース ト ・ カウン トのパラ メータは無視されます。

1. 前面パネルのバース ト (Burst)ボタ
ンを押します。

2. ゲート (Gate) ベーゼル ・ ボタンを
押して、 ゲート ・ バース ト ・ モー
ドを選択します。

3. オシロスコープで観測したゲート
波形の例を右に示します。 一番上
の波形が外部ト リガ信号です。

4. ゲート波形出力の例です。
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基本操作
波形をスイープする

スイープでは、 出力信号の周波数を直線的または対数的に変化させて波形を出力します。

スイープでは、 以下のパラ メータを
設定できます。

■ 開始周波数 (Start Frequency)

■ 停止周波数 (Stop Frequency)

■ スイープ時間 (Sweep Time)

■ リ ターン時間 (Return Time)

■ 中心周波数 (Center Frequency)

■ 周波数スパン (Frequency Span)

■ ホールド時間 (Hold Time)

1. 出力する波形を選択してから、 前
面パネルのスイープ (Sweep) ボタ
ンを押します。

2. スイープ波形パラ メータ設定用
ベーゼル ・ メニューが表示されま
す。

このページで、 開始周波数、 停止
周波数、 スイープ時間、 リ ターン
時間を設定できます。

次ページを押すと、 次のスイー
プ ・ メニューを表示します。

3. このページで、 中心周波数、 周波
数スパン、 ホールド時間、 および
スイープ ・ タイプを設定できま
す。

ホールド時間は、 停止周波数に到
達してから周波数が安定していな
ければならない時間を意味しま
す。

次ページを押すと、 次のスイー
プ ・ メニューを表示します。

Stop Freq.

Start Freq.
Hold

Time

Center
Freq.

Freq.
Span

Frequency

Sweep Return
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基本操作
ヒ ント

■ スイープでは、 サイン波、 方形波、 ランプ波形、 または任意波形を選択できます。 パルス、 DC、
およびノ イズは選択できません。

■ いったんスイープが選択される と、 周波数は開始周波数から停止周波数までスイープされます。

■ 開始周波数が停止周波数よ り も低い場合、 低い周波数から高い周波数へスイープします。

■ 開始周波数が停止周波数よ り も高い場合、 高い周波数から低い周波数へスイープします。

■ 他のメニューを選択して、 再度スイープ ・ メニューに戻りたいと きは、 も う一度前面パネルのス
イープ ・ ボタンを押します。

4. このページで、 スイープ ・ モード
( 繰り返しまたは ト リガ )、 ト リ
ガ ・ ソースを設定できます。

5. オシロスコープで観測したスイー
プ波形の例を右に示します。

6. 下の波形が ト リ ガ ・ アウ トの信号
です。

4

5

6
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基本操作
波形を変調する

振幅変調 (AM) 波形を出力するには

ヒ ント

■ 周波数変調 (FM） および位相変調 (PM) 波形も同様の手順で出力できます。

■ 搬送波と して、 パルス、 ノ イズ、 DC は選択できません。

1. 出力する波形を選択してから、 前
面パネルの変調 (Modulation) ボタ
ンを押します。

こ こでは、 出力波形 ( 搬送波 ) と
してサイン波を選択します。

2. 一番上のベーゼル ・ ボタンを押す
と、 変調タイプを選択するサブメ
ニューを表示します。

変調のタイプと して AM を選択
します。

3. 変調ソースを選択します。

4. 変調周波数を設定します。

5. 変調波の形状を選択します。

6. 変調度を設定します。

7. オシロスコープで観測した振幅変
調波形の例です。

1

2

3

4

5

6

7
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基本操作
■ AM 変調のソース と して、 内部または外部信号を選択できます。 外部ソースを選択する と、 変調
度を 120% に設定した場合、 後部パネルの EXT MODULATION INPUT コネク タに ±1 Vp-p の変調
信号が適用されたと きに最大振幅とな り ます。

■ 変調波形状は、 内部メモ リ または USB メモ リから選択できます。

■ 搬送波形がサイン波、 変調波の形状がサイン波の場合の、 出力信号の振幅の概算式は、 次のよ う
にな り ます。

■ 内部 AM 変調波形を使用した場合の変調度と最大振幅の関係は、 以下のよ うにな り ます。

搬送波振幅 (Carrier Amplitude) A [Vp-p]

搬送波周波数 (Carrier Frequency) fc [Hz]

変調波周波数 (Modulation Frequency) fm [Hz]

時間 (Time) t [sec]
AM 変調度 (Depth) M [%]
FM 周波数偏差 (Deviation) D [Hz]
PM 位相偏差 (Deviation) P [degree]

変調度 (Depth) 最大振幅

120% A (Vp-p)
100% A (Vp-p)*0.909
50% A (Vp-p)*0.682
0% A (Vp-p)*0.455

AM: Output(Vp-p)= A
2.2
------- 1 M

100
--------- 2πfmt( )sin+⎝ ⎠

⎛ ⎞ 2πfct( )sin

FM: Output(Vp-p)=A 2π fc D 2πfmt( )sin+( ) t( )sin

PM: Output(Vp-p)=A 2πfct 2π P
360
--------- 2πfmt( )sin+⎝ ⎠

⎛ ⎞sin
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基本操作
FSK 変調波形を出力するには

FSK 変調は、 搬送波の周波数と Hop 周波数との 2 つの周波数で、 出力信号の周波数をシフ ト させる
変調方式です。

ヒ ント

■ AFG3000 シ リーズは、 位相連続 FSK 信号を発生します。

1. 46 ページの手順で、変調タイプを
選択するサブメニューを表示しま
す。

変調のタイプと して、 こ こでは、
FSK を選択します。

2. FSK パラ メータ設定画面が表示さ
れます。

FSK ソース と して、 内部 (Inter-
nal) または外部 (External) を指定
します。

3. 内部ソースを選択した場合、 FSK
レート (FSK Rate) を設定できま
す。

外部ソースを選択する と、 FSK
レートは無視されます。

4. Hop周波数 (Hop Frequency) を設定
します。

指定した FSK レートで、 搬送波
の周波数が Hop 周波数にシフ ト
し、 また元の周波数に戻り ます。

1

2

3

4
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基本操作
パルス幅変調 (PWM) 波形を出力するには

パルス幅変調の出力手順例を次に示します。

ヒ ント

■ パルス幅変調波形の活用例を 77 ページで紹介しています。

1. 前面パネルのパルス (Pulse)ボタン
を押し、 続いてパルス ・ パラ メー
タ ・ メニュー (Pulse Parameter 
Menu) ベーゼル ・ ボタンを押しま
す。 パルス波形のパラ メータ設定
画面が表示されます。

2. 前面パネルの変調 (Modulation) ボ
タンを押すと、 パルス幅変調パラ
メータ設定画面が表示されます。

PWM ソースを指定します。 ( 内
部または外部 )

3. PWM 周波数を設定します。

4. 変調波の形状を指定します。

5. パルス幅偏差 (Deviation) を設定し
ます。

1

3

4

5

2
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基本操作
ト リ ガ ・ アウ ト

ト リ ガ ・ アウ トは、 動作モード と、 2 チャンネル ・ モデルの場合は CH1 で選択した波形と リ ンク し
ています。

1. 前面パネルの Trigger Output コネ
ク タ とオシロスコープの外部ト リ
ガ入力コネク タを接続して、 オシ
ロスコープのための ト リ ガ信号を
発生します。

2. 連続 (Continuous) ：
ト リ ガ ・ アウ トは、 方形波で各波
形周期の開始点で立ち上りエッジ
とな り ます。

4.9 MHz を超える周波数の場合は
制限があ り ます。 下記のヒン ト を
参照して ください。

3. スイープ (Sweep) ：
モードが連続 (Continuous) または
ト リガ (Trigger) で、 内部ト リガ ・
ソースが選択されている場合、 ト
リ ガ ・ アウ トは方形波で、 各ス
イープの開始点が立ち上りエッジ
とな り ます。

4. 変調 (Modulation) ：
内部変調ソースが選択されている
場合、 ト リ ガ ・ アウ トは方形波
で、 変調信号と同じ周波数にな り
ます。

外部変調ソースが選択されている
場合、 ト リ ガ ・ アウ トは出力され
ません。

1

2

3

4
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基本操作
ヒ ント

■ 出力波形の設定周波数が 4.9 MHz を超える場合は、ト リ ガ・アウ トは分周された 4.9 MHz よ り も遅
い信号を出力します。 下記の表を参照して ください。

5. バース ト (Burst) ：
内部ト リ ガ ・ ソースが選択されて
いる場合、 ト リ ガ ・ アウ トは各
バース ト周期の開始点の立ち上り
エッジにな り ます。

外部ト リガ ・ ソースが選択されて
いる場合、 ト リ ガ入力がハイ
(High) の期間、 ト リ ガ ・ アウ トは
ハイにな り ます。

5

出力波形の設定周波数 (MHz) ト リ ガ ・ アウ ト の周波数 (MHz)

～ 4.900 000 000 00 Fs1

1.  Fs は出力波形の設定周波数です。

4.900 000 000 01 ～ 14.700 000 000 0 Fs/3
14.700 000 000 1 ～ 24.500 000 000 0 Fs/5
24.500 000 000 1 ～ 34.300 000 000 0 Fs/7
34.300 000 000 1 ～ 44.100 000 000 0 Fs/9
44.100 000 000 1 ～ 50.000 000 000 0 Fs/11
50.000 000 000 1 ～ 無信号

注 ：周波数 50 MHz 以上の連続 (Continuous) 信号を出力する場合、 ト リ ガ ・ アウ トは出力されません。

注 ：変調波形を出力する際に、 変調ソース と して外部 (External) を選択する と、 ト リ ガ ・ アウ トは出

力されません。
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基本操作
2 チャ ンネル間の信号を調整する (2 チャ ンネル ・ モデルのみ )

位相の調整

AFG3000 シ リーズでは周波数を変化させる と き位相連続方式を採用しています。 あるチャンネルの
周波数を変化させる と 2 チャンネル間の位相関係に影響します。

本機器が CH1、 CH2 と も 5 MHz で位相のそろった信号を出力している と します。 たとえば、 CH2 を
10 MHz に変化させた後に 5 MHz に戻しても初期の位相には戻り ません。 CH1 と CH2 の位相関係を
更新するためには、 いったん信号発生を停止して再スター ト させる必要があ り ます。 このと き位相
調整とい う メニューを使用します。

1. この例では、 5 MHz の連続するサ
イン波を使用します。 CH1、 CH2
の信号の位相が 0°に設定されて
いるこ とを確認します。

2. CH2 の周波数をいったん 10 MHz
に変更し、 また 5 MHz に戻しま
す。 この状態では、 CH2 の位相
は初期の位相には戻り ません。

3. 2 つのチャンネルの信号の位相を
調整するために、 位相調整 (Align 
Phase) ベーゼル ・ ボタンを押しま
す。

4. 位相調整ボタンを押すと、 信号の
発生がいったん停止し、 2 つの位
相を調整し、 自動的に信号の発生
を再開します。

1
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4
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基本操作
振幅

2 チャンネル ・ モデルで CH1 と CH2 の振幅を同じレベルに設定するには、 次の手順に従います。

周波数 ( 周期 )

2 チャンネル ・ モデルで CH1 と CH2 の周波数または周期を同じ値に設定するには、 次の手順に従い
ます。

1. 前面パネルの振幅 / ハイ (Ampli-
tude/High) シ ョー ト カッ ト ・ ボタ
ンを押します。

2. 次へ (-more-) ベーゼル ・ ボタンを
押します。

3. 振幅 / レベル・メニューの 2 ページ
目が表示されます。

上から 2 番目のベーゼル ・ メ
ニューでオン (On) を選択する と、
CH1 と CH2 の振幅を同じレベル
に設定できます。

1. 前面パネルの周波数 / 周期 (Fre-
quency/Period) シ ョー ト カッ ト ・
ボタンを押して、 周波数 / 周期パ
ラ メータ設定画面を表示します。

2. 上から 3 番目のベーゼル ・ メ
ニューでオン (On) を選択する と、
CH1 と CH2 の周波数または周期
を同じ値に設定できます。

1

2
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基本操作
負荷イ ンピーダンスの設定

AFG3000 シ リーズの出力インピーダンスは 50 Ω です。 50 Ω 以外の負荷を接続する と Amplitude、
Offset、 および Higl/Low の表示が実際の出力電圧と異な り ます。 Amplitude (Offset) の表示を実際の
出力値にするためには、 負荷インピーダンスの設定が必要です。 負荷インピーダンスを設定するに
は、 出力メニューを使用します。

ヒ ント

■ 負荷インピーダンスは、 振幅、 オフセッ ト 、 およびハイ / ロー ・ レベル設定に適用されます。

■ 出力振幅の単位に dBm が指定されている場合、ハイ ・ インピーダンスを選択する と、振幅の単位
は自動的に Vp-p に変更されます。

1. 前面パネルのTop Menu  ボタン
を押します。 一番下のベーゼル ・
メニューに出力メニュー (Output 
Menu) が表示されます。

2. 負荷インピーダンス (Load Imped-
ance) ベーゼル ・ ボタンを押しま
す。

3. 負荷インピーダンスを変更するに
は、 負荷 (Load) ベーゼル ・ ボタ
ンを押します。 

4. 1 Ωから 10 kΩの任意の値を設定で
きます。

5. 負荷インピーダンスを50 Ω以外の
値に設定する と出力ステータスに
設定値が表示されます。

1
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基本操作
波形の極性を反転させる

波形の極性を反転させるには、 出力メニューを使用します。 2 チャンネル ・ モデルの反転機能を使
用して、 差動信号を得る例を示します。

1. CH1 の波形を選択します。

2. 前面パネルの周波数 / 周期 (Fre-
quency/Period) ボタンを押します。

3. 周波数 (Frequency) ベーゼル・ボタ
ンを選択して CH1 の周波数を設
定します。

4. 上から 3 番目のベーゼル ・ メ
ニューを選択して、 CH1 と CH2
の周波数を同じ値に設定します。

5. 前面パネルのチャンネル選択ボタ
ンを押して CH2 を選択します。

6. 出力メニュー、続いて反転 (Invert)
ベーゼル ・ ボタンを押して、 CH2
の信号を反転させます。

7. 前面パネルのチャンネル出力ボタ
ンを押して出力をオンにします。

8. これで差動信号を得るこ とができ
ます。

1
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4
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基本操作
ノ イズを付加する

内部ノ イズ信号を付加するには、 出力メニューを使用します。

ヒ ント

■ 内蔵ノ イズ ・ ジェネレータ ( デジタル ) でノ イズを付加します。

■ CH1 と CH2 のノ イズは非相関です。

■ 前面パネルの Channel Output ボタンを押して出力をオンにする と、 スク リーンの出力ステータス
(24 ページ参照 ) が Output Off から Noise に変わり ます。

1. この例では、前面パネルのサイン  
(Sine) > 連続 (Continuous) ボタン
を押して、 サイン波の画面を表示
します。

2. 54 ページの手順に従って出力メ
ニューのパラ メータ設定画面を表
示します。 ノ イズを付加するに
は、 ノ イズ (Noise) ベーゼル ・ ボ
タンを押します。

3. ノ イズ付加のためのサブメニュー
が表示されます。 ノ イズ付加
(Noise Add) ベーゼル ・ ボタンを
押してオン (On) を選択します。

4. ノ イズレベル (Noise Level) ベーゼ
ル ・ ボタンを押すと、 ノ イズのレ
ベルを設定できます。 汎用ノブま
たは数値入力キーを使用して値を
入力します。

5. 上がノ イズを付加する前の波形で
す。

6. ノ イズを付加したあとの波形で
す。

ノ イズによるオーバーフローを防
ぐため、 自動的に振幅が半分にな
り ます。

1

2
3

4

6

5

注 ：Noise Add をオンにする と、 出力信号の振幅は 50% に低下します。
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基本操作
外部信号を付加する (AFG3100 および AFG3200 シ リ ーズ )
AFG3101/AFG3102 および AFG3251/AFG3252 の後部パネルには、 CH1 の出力に外部信号を付加す
るために ADD INPUT コネク タが用意されています。

ヒ ント

■ 外部信号付加時、前面パネルの CH1 Output ボタンを押して出力をオンにする と、スク リーンの出
力ステータス (24 ページ参照 ) が Output Off から Ext Add に変わり ます。

1. 後部パネルの ADD INPUT コネク
タに外部信号付加用のケーブルを
接続します。

2. 前面パネルのTop Menu  ボタン
を押します。 一番下のベーゼル ・
メニューに出力メニュー (Output 
Menu) が表示されます。 出力メ
ニューを選択します。

3. 外部信号付加(External Add)ベーゼ
ル ・ ボタンを押してオン (On) を
選択します。

4. 方形波に外部信号と してノ イズを
付加した場合の例を示します。 上
の波形が外部信号です。

5. 下の波形は外部信号を付加する前
の方形波です。

6. 外部信号 （ノ イズ） を付加した波
形例です。

120
VA

1
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6
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基本操作
差動信号を出力する

2 チャンネルの機器では、 CH2 を CH1 のコンプ リ メ ン ト出力とするこ とによって、 差動信号を出力
できます。 CH1 コンプ リ メ ン ト (CH1 Complement) の機能によって、 CH2 を簡単に設定できます。

1. CH1 の波形パラ メータを任意に設
定したあとで、 前面パネルのチャ
ンネル選択 ボタンを押し
て CH2 を選択します。

2. 前面パネルのTop Menu  ボタン
を押し、 続いて出力メニューを選
択します。

3. CH1 コンプ リ メ ン ト (CH1 Comple-
ment) ベーゼル ・ ボタンを押しま
す。

4. CH2 の波形と タイ ミ ング ・ パラ
メータが CH1 からコピーされ、
CH2 の振幅設定は CH1 反転とな
り ます。

CH2CH1

1

32

4

注 ：AFG310x または AFG325x シ リーズ機器で CH1 選択時には、 Output Menu には外部信号付加のメ

ニューが表示されます。
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基本操作
外部リ フ ァ レ ンス ・ ク ロ ッ ク (AFG3021B/AFG3022B を除 く )

ヒ ント

■ 外部リ ファレンス入力と外部リ ファレンス出力は、複数の AFG3000 シ リーズを同期運転する と き
に使用されます。 同期運転については、 60 ページを参照して ください。

■ AFG3000 シ リーズは、 内部信号または外部信号を リ ファレンス信号と して使用できます。 内部リ
ファレンスが有効に設定される と、 10 MHz の リ ファレンス信号が EXT REF OUTPUT コネク タか
ら出力されます。 この出力信号が他のデバイスを AFG3000 シ リーズに同期させます。

■ 外部リ ファレンス入力が有効に設定される と、後部パネルの EXT REF INPUT コネク タが外部基準
信号の入力部と して使用されます。 AFG3000 シ リーズは、 この外部基準信号によって同期され
ます。

■ 外部リ ファレンス出力 (EXT REF OUTPUT)用のコネク タは、AFG3021B と AFG3022Bには装備され
ていません。

1. 機器の後部パネルに、 外部リ ファ
レンス入力 (EXT REF INPUT) と
外部リ ファレンス出力 (EXT REF 
OUTPUT) 用の各コネク タが用意
されています。

2. AFG3000 シ リーズは、内部信号ま
たは外部信号を リ ファレンス信号
と して使用できます。

リ ファレンス信号を指定するに
は、 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押し、 続いてシ
ステム (System) ベーゼル ・ ボタ
ンを押します。

3. 表示される画面のクロ ッ ク (Clock 
Ref) で内部 (Internal) または外部
(External) を選択します。

120
VA
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基本操作
同期運転 (AFG3021B/AFG3022B を除 く )
複数の AFG3000 シ リーズを同期運転するには、 ユーティ リ テ ィ ・ メニューを使用します。 同期運転
をマスタ ・ スレーブ動作と呼ぶ場合があ り ます。

1. BNC ケーブルを使用して、前面パ
ネルの Trigger Output( マスタ )
と Trigger Input( スレーブ ) を接
続します。

マスタ側からスレーブ側に ト リガ
信号を供給します。

2. も う 1本のBNCケーブルを用意し、
後部パネルの EXT REF OUT( マ
スタ ) と EXT REF IN( スレーブ )
を接続します。

マスタ側のクロ ッ ク と スレーブ側
のクロ ッ クを同期させます。

3. マスタ側の前面パネル ユーティ
リ テ ィ (Utility) ボタンを押してシ
ステム ・ メニューを表示します。

4. 次の設定を行います。

■ ト リ ガアウ ト (Trigger Out) – 同
期 (Sync)

■ ク ロ ッ ク (Clock Ref) – 内部
(Internal)

5. スレーブ側を設定します。

システム ・ メニューのクロ ッ ク
(Clock Ref) で外部 (External) を選
択します。

6. マスタ側とスレーブ側の機器の動
作モード (Run Mode) でバース ト
(Burst) を選択します。

2 台の機器を同期させるには、
バース ト ・ モードを使用して、 ト
リ ガの前に信号出力を一度停止す
る必要があ り ます。

1

2

マスタ スレ ーブ

EXT REF OUT – EXT REF IN ( 後部パネル )

Trigger Output – Trigger Input

3

4

5

6
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ヒ ント

■ 同期運転で連続した波形を出力するには、マスタ側の ト リ ガ・ ソースで外部 (External) を選択して
いったん信号発生を停止し、 マスタ、 スレーブ双方のバース ト ・ カウン ト で Inf-Cycles を選択し
ます。 再度マスタ側のソースを内部 (Internal) に変更して、 信号発生を開始します。

7. スレーブ側の ト リガ ・ ソースを選
択します。

バース ト ・ モードで次へ (-more-)
ベーゼル ・ ボタンを押します。

8. ソース (Source) ベーゼル ・ ボタン
を押して外部 (External) を選択し
ます。

マスタ側のソース (Source) が内部
(Internal) スレーブ側のソースが外
部 (External) であるこ とを確認し
ます。

9. オシロスコープにマスタ と スレー
ブ機器の出力を表示します。 一番
上の波形がマスタ側の信号です。

10. 長さ 1 m のケーブルを使用した場
合、 スレーブ側の信号は約 40 ns
遅れます。

11. マスタ と スレーブ間の遅延を 0 に
するために、 マスタ側の遅延
(Delay) を設定します。

12. マスタ側に遅延を加えたあとの表
示です。 一番上の波形がマスタ
側、 下の 2 つがスレーブ側の波形
です。

8

7

9

10
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USB メ モ リ

すべての AFG3000 シ リーズの前面パネルに USB メモ リ ・ コネク タが標準装備されています。 USB
メモ リ を使用して次のタスクが実行できます。

■ USB メモ リからのユーザ定義波形の呼出、 USB メモ リへのユーザ定義波形の保存

■ USB メモ リのファ イルからの設定の呼出、 USB メモ リ内のファ イルへの設定の保存

■ AFG3000 シ リーズのファームウェアを最新の状態にアップデートする

■ スク リーン ・ イ メージの保存

ユーザ定義波形の保存 / 呼出については 36 ページ、 設定の保存 / 呼出については 65 ページ、
ファームウェアの更新については 15 ページを参照して ください。

ヒ ント

■ 前面パネルのUSB コネク タには、断面部が 20 mm × 12 mm よ り小さいサイズのUSB メモ リ を取付
ける こ とができます。 サイズが大きい USB メモ リの場合は、 延長ケーブルを使用して ください。

■ FAT 以外のファ イル・ システムで USB メモ リ をフォーマッ ト した場合は、本機器では使用できま
せん。

注意 ：データの取込み、 書込み中には USB メモ リ を抜かないでください。 データが破壊されるこ と

があ り ます。

USB メモ リ を本機器に挿入する と警告メ ッセージが表示されます。 メ ッセージが消えるまで USB
メモ リ を抜かないでください。

警告メ ッセージ表示中に USB メモ リ を抜く と、 AFG3000 シ リーズに損傷を与える こ とがあ り ます。

注 ：前面パネルの USB コネク タに USB ケーブルを接続する と、 エ ミ ッシ ョ ンのレベルが仕様の範

囲を超える場合があ り ます。 適切な USB メモ リのみを使用して ください。
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基本操作
ユーテ ィ リ テ ィ ・ メ ニュー

ユーティ リ テ ィ ・ メニューから、 I/O インタフェース、 システム関連メニュー、 診断 / 自己校正、 言
語設定などのユーティ リ テ ィ設定にアクセスできます。

1. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押すとユーティ
リ テ ィ ・ メニューが表示されま
す。

2. I/O インタフェース設定について
は、 18 ページを参照して くださ
い。

3. 言語選択については、 11 ページを
参照して ください。

4. システム関連メニューについて
は、 下記のステップ 6 と ステップ
10 を参照して ください。

5. ステータス (Status) ベーゼル ・ ボ
タンを押すと、 機器のシステム ・
ステータスを表示します。

6. システム  (System) ベーゼル ・ ボタ
ンを押すと、 システム関連のサブ
メニューを表示します。

ト リ ガアウ トについては、
50 ページ、 同期運転については、
60 ページを参照して ください。

7. リ ファレンス ・ ク ロ ッ クについて
は、 59 ページを参照して くださ
い。

8. 電源投入時に呼び出される設定を
選択できます。

9. セキュア機能を実行する と、
MAC アド レス、 校正データ、 機
器のシ リ アル番号以外のすべての
データは消去されます。

10. 次へ (-more-) ベーゼル ・ ボタンを
押すと、 2 ページ目を表示しま
す。 コン ト ラス ト (Contrast) を選
択する と、 スク リーンのコン ト ラ
ス ト を調整できます。

11. スク リーン ・ セーバのオン / オフ
を選択できます。

12. ク リ ッ ク音のオン / オフを選択で
きます。

13. ビープ音のオン / オフを選択でき
ます。
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基本操作
14. 前面パネルの  ボタンを押して
前のメニューに戻り ます。 次へ
(-more-) ベーゼル ・ ボタンを押し
て 2 ページ目を表示します。

診断 / 自己校正 (Diagnostics/Cali-
bration) については、 10 ページを
参照して ください。

15. バッ クアップ / リ ス ト ア (Backup/ 
Restore) については、 ステップ 17
を参照して ください。

16. 2 チャンネル間で波形パラ メータ
をコピーできます。

17. バッ クアップ / リ ス ト ア (Backup/ 
Restore) ベーゼル ・ ボタンを押す
と、 サブメニューを表示します。

波形データを USB メモ リにコ
ピーした り、 USB メモ リから
ファ イルやデータを読み込むこ と
ができます。

18. ユーティ リ テ ィ ・ メニューで次
ページ (-more-) を押すと、 3 ペー
ジ目を表示します。 FW 更新
(Firmware Update) を選択する と、
ご使用の機器のファームウェアを
最新の状態にアップデートできま
す。 15 ページを参照。

19. セキュ リ テ ィ ・ メニューにアクセ
スできます。 67 ページを参照。

14

15

16

17

18

19
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設定の保存 / 呼出

AFG3000 シ リーズの設定を内部メモ リ または外部 USB メモ リにファ イルと して保存できます。 ま
た、 内部メモ リ または USB メモ リのファ イルから設定を呼び出すこ と もできます。

ヒ ント

■ ファ イルをロ ッ ク して、 上書きを禁止するこ と もできます。 ロ ッ ク される と、 カギのマークが表
示されます。

■ ファ イルを消去するには、 消去 (Erase) ベーゼル ・ ボタンを使います。

■ 設定ファ イルを読み込むと出力は常にオフにな り ます。

■ 設定を USB メモ リに保存する と、 TFS とい う拡張子のついたファ イルが保存されます。

1. 前面パネルの設定保存 (Save) ボタ
ンを押すと、 設定保存画面が表示
されます。

2. 保存先と して内部 (Internal) または
USB を指定できます。 こ こでは、
保存先と して内部を選択します。

汎用ノブで保存先を指定して、 保
存 (Save) ベーゼル ・ ボタンを押
します。

3. 保存先に USB を指定する と、ファ
イルに名前を付けて新しいファ イ
ルと して保存できます。 新規保存
(Save As) を押します。

4. この画面でファ イル名を入力でき
ます。 汎用ノブを回すと文字を選
択でき、 文字入力 (Enter Charac-
ter) ベーゼル ・ ボタンまたは前面
パネルの Enter キーを押すと文字
を入力できます。

5. ファ イルを呼び出すには、 前面パ
ネルの設定呼出 (Recall) ボタンを
押します。

6. 内部(Internal) またはUSBのメモ リ
を指定して、 呼出 (Recall) ベーゼ
ル ・ ボタンを押します。

2
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ス ク リ ーン ・ イ メ ージを保存する

スク リーンの表示を USB メモ リに保存できます。 次のステップに従います。

ヒ ント

■ イ メージ ・ ファ イルは、 USB メモ リの TEK とい う名称のフォルダに保存されます。

■ イ メージ ・ ファ イルは、 .BMP 形式で保存され、 TEK00nnn.BMP とい うデフォル トのファ イル名
が付与されます。 nnn の部分が連番にな り、 000 - 999 まで自動的に番号が設定されます。

1. 前面パネルのUSBコネク タにUSB
メモ リ を挿入します。

2. イ メージを保存したい画面で、 前
面パネル汎用ノブの下にある 2 つ
の矢印キーを同時に押します。

3. スク リーン ・ イ メージが保存され
たこ とを示すメ ッセージが表示さ
れます。

4. OK ボタンを押します。

1
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セキュ リ テ ィ ・ メ ニューを使用する

セキュ リ テ ィ ・ メニューを使用して下記のメニューに対してのアクセスを制限できます。

■ ファームウェアの更新

■ サービス ・ メニュー （サービス ・ メニューの詳細はサービス ・ マニュアルを参照）

アク セス保護

工場出荷時の設定ではアクセス保護オフ となっています。 アクセス保護をオフからオンに変更する
には次の手順を実行します。

1. 前面パネルのユーティ リ テ ィ
(Utility) ボタンを押してユーティ
リ テ ィ ・ メニューを表示し、 続い
て次へ (-more-) ボタンを 2 回押し
ます。

2. セキュ リ テ ィ メニュー (Security 
Menu) を選択します。

3. アクセス保護 (Access Protection) を
選択する と、 パスワード入力ペー
ジが表示されます。

4. パスワードを入力します。 汎用ノ
ブを使用して文字を選択し、 文字
入力 (Enter Character) を押します。

設定済みのパスワードを入力する
と、 入力した文字はスク リーン上
では ******* と表示されます。

ユーザがパスワードを設定してい
ない場合、 工場出荷時のパスワー
ドは DEFAULT です。

5. OK を押すとアクセス保護がオン
にな り ます。

1

2

3 4

5

注 ：アクセス保護がオンの状態のと きは、 Change Password ベーゼル ・ ボタンは選択できません。
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パスワード を変更する

パスワードを初めて変更する前の、 デフォル トのパスワードは DEFAULT です。 パスワードを変更
するには次の手順を実行します。

ヒ ント

■ パスワードを入力する と きは、 汎用ノブを使用して文字を選択し、 Enter Character ベーゼル ・ ボ
タンを押します。 前面パネルの数値入力キーと Enter ボタンも使用できます。

1. ユーティ リ テ ィ ・ メニューから、
セキュ リ テ ィ メニュー (Security 
Menu) を選択します。

2. アクセス保護がオンの場合は
Access Protection を使用してアク
セス保護をオフにします。 オフの
場合は、 ステップ 3 以下の手順を
実行します。

3. パスワード変更 (Change Password)
を押すと、 パスワード入力ページ
が表示されます。

4. 現在設定されているパスワードを
入力します。

汎用ノブを使用して文字を選択
し、 文字入力 (Enter Character) を
押します。 入力後、 OK を押すと
新しいパスワードの入力画面が表
示されます。

5. New Password ページで、新しいパ
スワードを入力します。

新パスワード入力時は、 入力した
文字がスク リーンに表示されま
す。 所望の文字が入力されたこ と
を確認します。

6. OK を押すと新しいパスワードが
有効にな り ます。

注 . パスワードは 4 文字以上 12 文字
以下である必要があ り ます。

注 ：アクセス保護を変更するには、 設定したパスワードを入力する必要があ り ます。 パスワードを

忘れた場合は、 Tektronix に機器を送ってパスワードを リセッ ト しても ら う必要があ り ます。
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ArbExpress
ArbExpress は Windows ベースのソフ ト ウェアで、 Tektronix AWG/AFG シ リーズ用の波形作成および
編集用のツールです。 ArbExpress を使用して、 すばやくそして簡単に希望する波形を作成した り、
AFG3000 シ リーズ 任意波形 / ファンクシ ョ ン ・ ゼネレータに波形を送るこ とができます。

以下にシステム構成と ArbExpress の主な機能を示します。

■ 標準的な波形テンプレートから波形を生成

■ 特定の異常波形を加えて編集し信号発生器に送って DUT ( 被検査装置 ) で使用するこ とが可能 

■ 当社オシロスコープから波形データの取り込みが可能 

■ ArbExpress や MATLAB から直接 AFG3000 シ リーズに波形を転送

■ 波形演算が可能

以下のページで、 ArbExpress のスク リーン ・ インタフェース と基本操作について説明しています。
詳細は、 ArbExpress のオンライン ・ ヘルプを参照して ください。

システム構成

サポート される OS Windows XP Professional
または Windows 2000
または Windows 98/Me
または Windows NT

PC 最小構成 Pentium III 800 MHz
256 MB RAM
HDD: 300 MB の空き容量
Microsoft Internet Explorer 5.01 以降
.NET Framework 1.1 Redistributable
800 x 600 表示分解能

TekVISA Version 2.03、 build 97 以降

注 ：ArbExpress を使用して波形データを AFG3000 シ リーズに転送できます。 波形データ （.tfw ファ

イル） を転送する と き、 データの値が AFG3000 シ リーズで使用可能な範囲を超えている部分は、 自

動的に使用可能な範囲に変換されます。
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スク リ ーン・ イ ンタ フ ェ ース

メ ニュー ・ バー . メニュー ・ バーからアプ リ ケーシ ョ ンの各機能にアクセスできます。 メニュー項
目を選択する と、 アプ リ ケーシ ョ ンはダイアログ ・ ボッ クスを表示するか、 または選択したメ
ニューがただちに実行されます。

ツールバー . ツールバーの各ボタンを使用する と、 メニュー選択をするこ とな く簡単に各種機能に
アクセスできます。

シ ョ ー ト カ ッ ト ・ ビ ュー . シ ョー ト カッ ト ・ ビューは、 アプ リ ケーシ ョ ン表示の左部分を占めま
す。 シ ョート カッ ト ・ ビューを使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンが提供する各種の機能にすばやくア
クセスできます。 詳しい情報は、 ArbExpress のオンライン ・ ヘルプを参照して ください。

ステータ ス ・ バー . 波形とマーカ表示エ リ アの下に位置し、 アプ リ ケーシ ョ ン と波形に関するス
テータスを表示します。

波形表示エ リ ア . 波形を新規作成または開く と、 この領域に表示されます。

マーカ ・ エ リ ア . この領域にマーカ ・ パターンが表示されます。 マーカの表示 / 非表示は、 メ
ニュー ・ バーの Display > Marker を選択して切り替えられます。

ツールバーメ ニュ ー・ バー

ショ ート カ ッ ト ・ ビュ ー ステータ ス・ バー マーカ ・ エリ ア 波形表示エリ ア
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基本操作

以下の手順で、 ArbExpress の基本的な波形作成および他の機能の使用法を説明します。

1. 新しい波形を作成するには、File メ
ニューを使用します。

2. Blank sheet を選択する と、 1024 ポ
イン トの波形長で空白のウ ィンド
ウを開きます。 Waveform メ
ニューの Properties... を使用して
ポイン ト数を変更できます。

3. Standard Waveform ダイアログ ・
ボッ クスを使用して標準波形を作
成します。 Settings で希望する標
準波形と機器のタイプを選択しま
す。

4. Vertical を使用して波形の垂直方
向のパラ メータを設定します。

5. Horizontal を使用して波形の水平
方向のパラ メータを設定します。

6. Preview をク リ ッ クする と波形が
表示されます。

7. Equation Editor を使用して波形を
作成するこ と もできます。 直接使
用し た り 変更し た り でき る イ ク
エーシ ョ ンのサンプルが用意され
ています。

8. Command List を使用して、 コマ
ンド、 関数、 単位、 演算子を選択
します。

9. Preview を使用する と、 イ クエー
シ ョ ンをコンパイルしたあとの波
形を確認できます。

2
1

3

6

4

5

7

8

9
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基本操作
10. 波形演算ツールも用意されていま
す。

Math メニューから Waveform 
Math... を選択する と、 Waveform 
Math ダイアログ ・ ボッ クスが表
示されます。

11. 演算のソース波形を Waveform 
Library から選択します。 こ こで
はノ イズを選択します。

12. Resultant Waveform に演算結果が
表示されます。 方形波にノ イズを
加えた場合の波形例です。

13. ArbExpress を使用して、 Tektronix 
AWG/AFG 機器を リモート ・ コン
ト ロールできます。

Communication メニューから
AWG/AFG File Transfer & Con-
trol... を選択する と、 右のよ う な
ダイアログ ・ ボッ クスが表示され
ます。

14. Arb List の欄に接続されている機
器がリ ス ト されます。

15. Instrument Control のパラ メータ
は、 AWG/AFG 機器が接続されて
いる場合のみ表示されます。

10

12

11

13

15

14
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CSV 形式の波形データ を AFG3000 シリ ーズで使用する

ArbExpress を使用して、 Microsoft Excel で作成した CSV (Comma Separated Value) 形式のファ イルを
AFG3000 シ リーズで使用できるよ うに変換できます。

1. ArbExpress で読み込むための CSV
ファ イルを用意します。

2. この列には、 ポイン ト または時間
を入力します。

3. この列にはデータを入力します。

CSV ファ イルを開く と きに、
ファ イル形式を確認するダイアロ
グ ・ ボッ クスが表示される場合が
あ り ます。

4. CSVファ イルを読み込んだArbEx-
press の波形表示例です。

5. 波形を AFG3000 シ リーズ用に .tfw
形式で保存します。

保存した波形データを USB メモ
リにコピーし、 AFG3000 シ リー
ズで読み込みます。

6. AFG3000シ リーズで読み込まれた
波形データを出力します。 オシロ
スコープの表示例です。

1

32

4

5

6
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活用例
活用例
こ こでは、 AFG3000 シ リーズの測定例をいくつか紹介します。 ご く簡単な測定例ですので、 これを
参考にして測定上の問題解決に役立てて ください。

リサージュ図形

AFG3000 シ リーズの 2 チャンネル ・ モデルを使用して、 リサージュ図形を生成し、 オシロスコープ
で観測します。

1. 2 チャンネル仕様の AFG3000 シ
リーズの CH1/CH2 出力をオシロ
スコープの CH1/CH2 入力に BNC
ケーブルで接続し、 波形パラ メー
タを次のよ うに設定します。

■ サイン波形 （連続波形 )

■ 振幅 : 1 V

■ 周波数 CH1: 400 kHz, 

■ 周波数 CH2: 500 kHz

2. オシロスコープで XY 表示を選択
し、 振幅を適当な大きさに設定し
ます。

オシロスコープのスク リーンに、
右のよ う な リサージュ図形が表示
されます。

3. AFG3000シ リーズの汎用ノブを回
して、 CH1 または CH2 の位相を
変化させて、 リサージュ図形が変
化する様子を確認します。

1

2

3
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フ ィ ルタの周波数特性の測定

AFG3000 シ リーズのスイープ機能を利用して、 フ ィルタ (50 Ω) の周波数特性を観測できます。

1. AFG3000シ リーズのCH1出力をオ
シロスコープの CH1 入力に BNC
ケーブルで接続します。

2. AFG3000シ リーズのTrigger Out を
オシロスコープの外部ト リガ入力
に接続します。

オシロスコープの入力インピーダ
ンスを 50 Ω に設定します。

3. AFG3000シ リーズの動作モードで
スイープを選択し、 開始周波数、
停止周波数、 スイープ時間を設定
して、 オシロスコープに波形が適
切に表示されるよ うにします。

スイープ時間とオシロスコープの
時間軸によ り、 周波数特性を測定
できます。

2
1

AFG3000 シリ ーズ オシロスコ ープ

フ ィ ルタ

3
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パルス幅変調を利用し たモータ回転速度のコ ン ト ロール

パルス幅変調機能は、 DC モータ速度や LED(Light Emitting Diode) の輝度を効率的にコン ト ロールす
るのに利用されます。 こ こでは、 AFG3000 シ リーズのパルス幅変調機能を利用して、 モータ速度を
コン ト ロールしてみます。

1. AFG3000 シ リーズの出力から
BNC ～ワニ口ク リ ップ ・ アダプ
タ等を使用して DUT に接続しま
す。

2. AFG3000 シ リーズで、出力波形と
してパルスを選択し、 次に変調タ
イプで PWM を選択します。

周波数を 100 kHz 程度に設定しま
す。

3. AFG3000シ リーズの出力をオシロ
スコープに接続する と、 オシロス
コープのスク リーンに右のよ う な
パルス幅変調波形が表示されま
す。

AFG3000 シ リーズでパルス ・
デューティを選択し、 デューティ
比を変える とモータの回転速度が
変化します。

1

AFG3000 シリ ーズ

DUT ( 例 : モータ )

2

3
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周波数変調波形のキャ リ ア ・ ヌル

AFG3000 シ リーズと スペク ト ラム ・ アナラ イザを使用して、 周波数変調波形の搬送波の変化を確認
します。

1. AFG3000シ リーズでサイン波を選
択し、 変調タイプで FM を選択し
ます。

2. 周波数変調波形のパラ メータを次
のよ うに設定します。

■ 搬送波周波数 : 1 MHz

■ 変調周波数 : 2 kHz

3. 偏差 (Deviation) の値を変更してみ
ます。

偏差を正確に 4.8096 kHz に設定
する と、 搬送波がヌルにな り ま
す。 スペク ラ ト ム ・ アナライザの
スク リーンに右のよ う な波形が表
示されるこ とを確認します。

1

2

3
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仕 　 様
仕 　 様
AFG3000 シ リーズ 任意波形 / ファンクシ ョ ン ・ ゼネネレータの仕様を以下に示します。 すべての仕
様は、 「代表値」 と表示されていないかぎ り保証値です。 代表値は、 ユーザの利便のために記載され
ているものであ り、 保証されているものではあ り ません。 ✔ のマークがついている項目は、 サービ
ス ・ マニュアル （オプシ ョナル ・ アクセサ リ ） のパフォーマンス ・ ベリ フ ィケーシ ョ ンのセクシ ョ
ンでチェ ッ ク手順が説明されています。

特に注意書きがない限り、 すべての仕様は AFG3000 シ リーズに適用されます。 ただし、 次の条件を
満足している必要があ り ます。

■ AFG3000 シ リーズは、 +20 ℃ ～ +30 ℃の周囲温度の範囲で校正、 調整されている こ と

■ AFG3000 シ リーズは、 規定された動作温度の範囲で 20 分以上連続して動作しているこ と

■ AFG3000 シ リーズは、 規定された環境条件下で動作させる こ と

電気的特性 (AFG3011 を除 く )

オペレーテ ィ ング ・ モー ド

動作モー ド 連続、 変調、 スイープ、 バース ト

バース ト ・ カウン ト 1 ～ 1,000,000 サイ クル、 または無限

内部 ト リ ガ ・ レー ト 1.000 μs ～ 500.0 s

波 　 形

標準波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 パルス、 その他 (Sin(x)/x、 ノ イズ、 DC、 Gaussian、 
Lorentz、 指数立上り、 指数立下り、 Haversine)

任意波形 AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

波形長 2 ～ 131,072 2 ～ 16,384 >16,384 ～
131,072

2 ～ 16,384 >16,384 ～
131,072

サンプ リ ング ・ レー ト 250 MS/s 1 GS/s 250 MS/s 2 GS/s 250 MS/s

分解能 14 ビ ッ ト

不揮発性波形メ モ リ 4

周波数 AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

サイ ン1 1 μHz ～ 25 MHz 1 μHz ～ 100 MHz 1 μHz ～ 240 MHz

方形波 1 μHz ～ 12.5 MHz 1 μHz ～ 50 MHz 1 μHz ～ 120 MHz

パルス 1 mHz ～ 12.5 MHz 1 mHz ～ 50 MHz 1 mHz ～ 120 MHz

ラ ンプ、 Sin(x)/x、
Gaussian、 Lorentz、
指数立上り、 指数立下り、
Haversine

1 μHz ～ 250 kHz 1 μHz ～ 1 MHz 1 μHz ～ 2.4 MHz

任意波形2 1 mHz ～ 12.5 MHz 1 mHz ～ 50 MHz 1 mHz ～ 120 MHz
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仕 　 様
分解能 1 μHz または 12 桁

✔ 確度 ( 安定度 ) ±1 ppm、 0 °C ～ 50 °C （Arb を除 く ）

±1 ppm ±1 μHz、 0 °C ～ 50 °C （Arb）

確度 ( エージング ) ±1 ppm/ 年

位相 (DC、 ノ イズ、 パルスを除 く )

範囲 3 –180.00 ° ～ +180.00 °
リ ー ド ・ デ ィ レ イ  ( パルス )

範囲 ( 連続モー ド ) 0 ps ～周期

範囲 ( ト リ ガ / ゲー ト ・
バース ト ・ モー ド )

0 ps ～周期 – [ パルス幅 + 0.8 * ( リ ーデ ィ ング ・ エ ッ ジ時間 + ト レー リ ング ・
エ ッ ジ時間 )]

分解能 10 ps または 8 桁

振幅 (50 Ω) AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

範囲 4 , 5 10 mVp-p ～ 10 Vp-p 20 mVp-p ～ 10 Vp-p 50 mVp-p ～ 5 Vp-p

✔ 確度 ±( 設定値の 1% +1 mV) (1 kHz サイ ン波、 0 V オフセ ッ ト 、 >10 mVp-p 振幅 )

分解能 0.1 mVp-p、 0.1 mVrms、 1 mV、 0.1 dBm または 4 桁

単位6 Vp-p, Vrms、 dBm、 Volt ( ハイ ・ レベルおよびロー ・ レベル )

出力イ ンピーダンス 50 Ω

絶縁 最大 42 Vpk （対アース）

DC オフセ ッ ト (50 Ω) AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

範囲 7 ±5 Vpk ac + dc (50 Ω) ±5 Vpk dc (50 Ω) ±2.5 Vpk dc (50 Ω)

✔ 確度8 ±(| 設定値 | の 1% + 5 mV + 振幅値 (Vp-p) の 0.5% )

分解能 1 mV

内部ノ イズ付加

範囲 信号波形の振幅設定 (Vp-p) の 0.0% ～ 50%

分解能 1 %

1.  ト リ ガ / ゲー ト ・ バース ト ・ モー ド :
AFG3021B/AFG3022B, 1 μHz ～ 12.5 MHz
AFG3101/AFG3102, 1 μHz ～ 50 MHz
AFG3251/AFG3252, 1 μHz ～ 120 MHz

2.  ト リ ガ / ゲー ト ・ バース ト ・ モー ド :
AFG3021B/AFG3022B, 1 mHz ～ 6.25 MHz
AFG3101/AFG3102, 1 mHz ～ 25 MHz
AFG3251/AFG3252, 1 mHz ～ 60 MHz

3.  分解能 : 0.01° ( サイ ン波 ), 0.1° ( その他すべての標準波形 )

4.  AFG3021B/AFG3022B: 20 mVp-p ～ 20 Vp-p ( 開放 ) 
AFG3101/AFG3102: 40 mVp-p ～ 20 Vp-p ( 開放 )
AFG3251/AFG3252: 100 mVp-p ～ 10 Vp-p ( 開放 )

5.  AFG3251/AFG3252 ( 周波数範囲 : >200 MHz ～ 240 MHz） : 50 mVp-p ～ 4 Vp-p (50 Ω), 100 mVp-p ～ 8 Vp-p ( 開放 )

6.  dBm はサイ ン波でのみ使用。

7.  AFG3021B/AFG3022B および AFG3101/AFG3102: ±10 Vpk ac + dc ( 開放 )
AFG3251/AFG3252: ±5 V dc ( 開放 )

8.  AFG3021B/AFG3022B および AFG3101/AFG3102:  20 °C ～ 30 °C の温度範囲以外では、 0.5 mV/°C を追加する。
AFG3251/AFG3252: 20 °C ～ 30 °C の温度範囲以外では、 2.0 mV/°C を追加する。

波 　 形 ( 続き )
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仕 　 様
出力特性

サイ ン波 AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

✔ フ ラ ッ ト ネス
(1.0 Vp-p 振幅 (+4 dBm)、 100 kHz)

<5 MHz: ±0.15 dB

≥5 MHz ～ 20 MHz: ±0.3 dB

≥20 MHz ～ 25 MHz: 
±0.5 dB

<5 MHz: ±0.15 dB

≥5 MHz ～ 25 MHz: ±0.3 dB

≥25 MHz ～ 100 MHz: 
±0.5 dB

<5 MHz: ±0.15 dB

≥5 MHz ～ 25 MHz: ±0.3 dB

≥25 MHz ～ 100 MHz: 
±0.5 dB

≥100 MHz ～ 200 MHz: 
±1.0 dB

≥200 MHz ～ 240 MHz: 
±2.0 dB

✔ 高調波ひずみ
(1.0 Vp-p 振幅 )

10 Hz ～ 20 kHz: <–70 dBc

≥20 kHz ～ 1 MHz: 
<–60 dBc

≥1 MHz ～ 10 MHz: <–50 dBc

≥10 MHz ～ 25 MHz: 
<–40 dBc

10 Hz ～ 1 MHz: <–60 dBc

≥1 MHz ～ 5 MHz: <–50 dBc

≥5 MHz ～ 100 MHz: 
<–37 dBc

10 Hz ～ 1 MHz: <–60 dBc

≥1 MHz ～ 5 MHz: <–50 dBc

≥5 MHz ～ 25 MHz: <–37 dBc

≥25 MHz ～ 240 MHz: 
<–30 dBc

✔ 全高調波ひずみ
         (1 Vp-p 振幅 )

10 Hz ～ 20 kHz: <0.2% 

✔ スプ リ アス1 ( 非高調波 )
 (1 Vp-p 振幅 )

10 Hz ～ 1 MHz: <–60 dBc

≥1 MHz ～ 25 MHz: <–50 dBc

10 Hz ～ 1 MHz: <–60 dBc

≥1 MHz ～ 25 MHz: <–50 dBc

≥25 MHz ～ 100 MHz: 
–50 dBc + 6 dBc/oct

10 Hz ～ 1 MHz: <–50 dBc

≥1 MHz ～ 25 MHz: <–47 dBc

≥25 MHz ～ 240 MHz: 
–47 dBc + 6 dBc/oct

位相ノ イズ、 代表値
                     (1 Vp-p 振幅 )

20 MHz: <–110 dBc/Hz、 10 kHz オフセ ッ ト

残留ク ロ ッ ク ・ ノ イズ、
代表値

–63 dBm –57 dBm –57 dBm

方形波 AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

✔ 立上り / 立下り ≤ 18 ns ≤ 5 ns ≤ 2.5 ns

ジ ッ タ  (rms)、 代表値 500 ps 200 ps 100 ps

パルス AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

パルス幅 30 ns ～ 999.99 s 8 ns ～ 999.99 s 4 ns ～ 999.99 s

分解能 10 ps または 5 桁

パルス ・ デューテ ィ 0.001% ～ 99.999%

立上り エ ッ ジ /
立下り エ ッ ジ

18 ns ～ 0.625 * パルス周
期

5 ns ～ 0.625 * パルス周期 2.5 ns ～ 0.625 * パルス周
期

分解能 10 ps または 4 桁

オーバーシュー ト 、
代表値

<5%

ジ ッ タ  (rms)、 代表値 500 ps 200 ps 100 ps
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ラ ンプ AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

リ ニア リ テ ィ 2、 代表値 ≤  ピーク出力の 0.1% ≤  ピーク出力の 0.15% ≤  ピーク出力の 0.2%

シン メ ト リ 0% ～ 100.0%

ノ イズ AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

帯域幅、 代表値 25 MHz 100 MHz 240 MHz

任意波形

立上り / 立下り、 代表値 ≤ 20 ns ≤ 8 ns ≤ 3 ns

ジ ッ タ (rms)、 代表値 4 ns 1 ns (1 GS/s)
4 ns (250 MS/s)

500 ps (2 GS/s)
4 ns (250 MS/s)

1.  チ ャ ンネル間ク ロス ト ークの影響を除 く 。

2.  1 kHz 周波数、 1 Vp-p 振幅、 100% シン メ ト リ  
振幅レ ンジの 10% ～ 90%

変 　 調

AM ( 振幅変調 )

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形1

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

変調度 0.0% ～ 120.0%

FM ( 周波数変調 ) AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形2

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

ピーク偏差 DC ～ 12.5 MHz DC ～ 50 MHz DC ～ 120 MHz

PM ( 位相変調 )

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形 2

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

位相偏差範囲 0.0 ° ～ 180.0 °

出力特性 ( 続き )
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FSK ( 周波数シ フ ト キーイ ング )

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部キー ・ レー ト 2 mHz ～ 1.000 MHz

キー数 2

PWM ( パルス幅変調 )

搬送波 パルス

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形 2

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

偏差範囲 パルス周期の 0.0% ～ 50.0%

スイープ AFG3021B/AFG3022B AFG3101/AFG3102 AFG3251/AFG3252

タ イプ リ ニアまたは対数

開始 / 停止周波数3

（任意波形を除 く ）
1 μHz ～ 25 MHz 1 μHz ～ 100 MHz 1 μHz ～ 240 MHz

開始 / 停止周波数
（任意波形）

1 mHz ～ 12.5 MHz 1 mHz ～ 50 MHz 1 mHz ～ 120 MHz

スイープ / ホールド /
リ ターン時間 4

範囲 : 
1 ms ～ 300 s （スイープ時間）
0 ms ～ 300 s （ホール ド / リ ターン時間）
分解能 : 1 ms または 4 桁

ト ータル ・ スイープ時間
確度、 代表値

≤ 0.4%

1.  任意波形の最大波形長は、 4,096 ポイ ン ト です。 4,096 を超える波形デー タ ・ ポイ ン ト は無視されます。

2.  任意波形の最大波形長は、 2,048 ポイ ン ト です。 2,048 を超える波形デー タ ・ ポイ ン ト は無視されます。

3.  パルス、 DC、 および ノ イズ波形は使用できません。 開始 / 停止周波数は波形の形状に依存し ます。

4.  ス イープ時間合計 = ス イープ時間 + ホール ド 時間 + リ タ ーン時間 ≤ 300 s

変 　 調 ( 続き )
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仕 　 様
電気的特性 (AFG3011)

オペレーテ ィ ング ・ モー ド

動作モー ド 連続、 変調、 スイープ、 バース ト

バース ト ・ カウン ト 1 ～ 1,000,000 サイ クル、 または無限

内部 ト リ ガ ・ レー ト 1.000 μs ～ 500.0 s

波 　 形

標準波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 パルス、 その他 (Sin(x)/x、 ノ イズ、 DC、 Gaussian、 
Lorentz、 指数立上り、 指数立下り、 Haversine)

任意波形

波形長 2 ～ 131,072

サンプ リ ング ・ レー ト 250 MS/s

分解能 14 ビ ッ ト

不揮発性波形メ モ リ 4

周波数

サイ ン1 1 μHz ～ 10 MHz

方形波 1 μHz ～ 5 MHz

パルス 1 mHz ～ 5 MHz

ラ ンプ、 Sin(x)/x、 Gaussian、
Lorentz、 指数立上り、
指数立下り、 Haversine

1 μHz ～ 100 kHz

任意波形2 1 mHz ～ 5 MHz

分解能 1 μHz または 12 桁

✔ 確度 ( 安定度 ) ±1 ppm、 0 °C ～ 50 °C （Arb を除 く ）

±1 ppm ±1 μHz、 0 °C ～ 50 °C （Arb）

確度 ( エージング ) ±1 ppm/ 年

位相 (DC、 ノ イズ、 パルスを除 く )

範囲 3 –180.00 ° ～ +180.00 °
リ ー ド ・ デ ィ レ イ  ( パルス )

範囲 ( 連続モー ド ) 0 ps ～周期

範囲 ( ト リ ガ / ゲー ト ・
バース ト ・ モー ド )

0 ps ～周期 – [ パルス幅 + 0.8 * ( リ ーデ ィ ング ・ エ ッ ジ時間 + ト レー リ ング ・
エ ッ ジ時間 )]

分解能 10 ps または 8 桁
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仕 　 様
振幅 (50 Ω)

範囲 4 20 mVp-p ～ 20 Vp-p

✔ 確度5

( 振幅 ≤ 10 Vp-p)
±( 設定値の 2% +2 mV) 
(1 kHz サイ ン波、 0 V オフセ ッ ト 、 >20 mVp-p 振幅 )

分解能 0.1 mVp-p、 0.1 mVrms、 1 mV、 0.1 dBm または 4 桁

単位6 Vp-p, Vrms、 dBm、 Volt ( ハイ ・ レベルおよびロー ・ レベル )

出力イ ンピーダンス 50 Ω

絶縁 最大 42 Vpk （対アース）

DC オフセ ッ ト (50 Ω)

範囲 7 ±10 Vpk ac + dc (50 Ω)

✔ 確度8

(| 設定値 | ≤ 5 V)
±(| 設定値 | の 2% + 10 mV + 振幅値 (Vp-p) の 1% )

分解能 1 mV

内部ノ イズ付加

範囲 信号波形の振幅設定 (Vp-p) の 0.0% ～ 50%

分解能 1 %

1.  ト リ ガ / ゲー ト ・ バース ト ・ モー ド : 1 μHz ～ 5 MHz

2.  ト リ ガ / ゲー ト ・ バース ト ・ モー ド : 1 mHz ～ 2.5 MHz

3.  分解能 : 0.01° ( サイ ン波 ), 0.1° ( その他すべての標準波形 )

4.  40 mVp-p ～ 40 Vp-p ( 開放 ) 

5.  ±( 設定値の 2% +2 mV) ( 代表値 )( 振幅 >10 Vp-p)

6.  dBm はサイ ン波でのみ使用。

7.  ±20 Vpk ac + dc ( 開放 )

8.  ±(| 設定値 | の 2% + 10 mV + 振幅値 (Vp-p) の 1% )( 代表値 )(| 設定値 | >5 V)
20 °C ～ 30 °C の温度範囲以外では、 1.0 mV/°C を追加する。

波 　 形 ( 続き )
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仕 　 様
出力特性

サイ ン波

✔ フ ラ ッ ト ネス
(1.0 Vp-p 振幅 (+4 dBm)、
100 kHz)

<5 MHz: ±0.15 dB

≥5 MHz ～ 10 MHz: ±0.3 dB

✔ 高調波ひずみ
(1.0 Vp-p 振幅 )

10 Hz ～ 20 kHz: <–60 dBc

≥20 kHz ～ 1 MHz: <–55 dBc

≥1 MHz ～ 10 MHz: <–45 dBc

✔ 全高調波ひずみ
(1 Vp-p 振幅 )

10 Hz ～ 20 kHz: <0.2% 

✔スプ リ アス1 (非高調波)      
(1 Vp-p 振幅 )

10 Hz ～ 1 MHz: <–60 dBc

≥1 MHz ～ 10 MHz: <–50 dBc

位相ノ イズ、 代表値
(1 Vp-p 振幅 )

10 MHz: <–110 dBc/Hz、 10 kHz オフセ ッ ト

残留ク ロ ッ ク ・ ノ イズ
代表値

–63 dBm

方形波

✔ 立上り / 立下り 2

( 振幅 ≤ 10 Vp-p)
≤ 50 ns

ジ ッ タ  (rms)、 代表値 500 ps

パルス

パルス幅 80 ns ～ 999.99 s

分解能 10 ps または 5 桁

パルス ・ デューテ ィ 0.001% ～ 99.999%

立上り エ ッ ジ /
立下り エ ッ ジ

50 ns ～ 0.625 * パルス周期

分解能 10 ps または 4 桁

オーバーシュー ト 、
代表値

<5%

ジ ッ タ  (rms)、 代表値 500 ps

ラ ンプ

リ ニア リ テ ィ 3、 代表値 ≤  ピーク出力の 0.2%

シン メ ト リ 0% ～ 100.0%

ノ イズ

帯域幅、 代表値 10 MHz

任意波形

立上り / 立下り、 代表値 ≤ 80 ns

ジ ッ タ (rms)、 代表値 4 ns

1.  チ ャ ンネル間ク ロス ト ークの影響を除 く 。

2.  ≤ 50 ns ( 振幅 >10 Vp-p) ( 代表値 )

3.  1 kHz 周波数、 1 Vp-p 振幅、 100% シン メ ト リ  
振幅レ ンジの 10% ～ 90%
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仕 　 様
変 　 調

AM ( 振幅変調 )

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形1

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

変調度 0.0% ～ 120.0%

FM ( 周波数変調 )

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形2

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

ピーク偏差 DC ～ 5 MHz

PM ( 位相変調 )

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形 2

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

位相偏差範囲 0.0 ° ～ 180.0 °
FSK ( 周波数シ フ ト キーイ ング )

搬送波 標準波形 ( パルス、 DC、 ノ イズを除 く ) および任意波形

変調ソース 内部または外部

内部キー ・ レー ト 2 mHz ～ 1.000 MHz

キー数 2

PWM ( パルス幅変調 )

搬送波 パルス

変調ソース 内部または外部

内部変調波形 サイ ン、 方形波、 ラ ンプ、 ノ イズ、 および任意波形 2

内部変調周波数 2 mHz ～ 50.00 kHz

偏差範囲 パルス周期の 0.0% ～ 50.0%

スイープ

タ イプ リ ニアまたは対数

開始 / 停止周波数3

（任意波形を除 く ）
1 μHz ～ 10 MHz

開始 / 停止周波数 （任意波形） 1 mHz ～ 5 MHz

スイープ / ホールド / リ ターン時間 4

   範囲

   分解能

1 ms ～ 300 s （スイープ時間）
0 ms ～ 300 s （ホール ド / リ ターン時間）
1 ms または 4 桁

ト ータル ・ スイープ時間
確度、 代表値

≤ 0.4%

1.  任意波形の最大波形長は、 4,096 ポイ ン ト です。 4,096 を超える波形デー タ ・ ポイ ン ト は無視されます。

2.  任意波形の最大波形長は、 2,048 ポイ ン ト です。 2,048 を超える波形デー タ ・ ポイ ン ト は無視されます。

3.  パルス、 DC、 および ノ イズ波形は使用できません。 開始 / 停止周波数は波形の形状に依存し ます。

4.  ス イープ時間合計 = ス イープ時間 + ホール ド 時間 + リ タ ーン時間 ≤ 300 s
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仕 　 様
入力 / 出力

前面パネル

CH1 ト リ ガ出力

レベル 正方向 TTL レベルのパルス ( 1 kΩ)
イ ンピーダンス 50 Ω

ジ ッ タ (rms)、 代表値 500 ps (AFG3011, AFG3021B/AFG3022B)
200 ps (AFG3101/AFG3102)
100 ps (AFG3251/AFG3252)

ト リ ガ入力

レベル TTL 互換

パルス幅 最小 100 ns

イ ンピーダンス 10 kΩ

スロープ 立上り / 立下り、 選択可能

ト リ ガ遅延 0.0 ns ～ 85.000 s
分解能 : 100 ps または 5 桁

ジ ッ タ (rms)、 代表値 バース ト : <500 ps ( ト リ ガ入力～信号出力 )

後部パネル

外部変調入力

入力範囲 ±1.0 V フルスケール (FSK を除 く )
3.3 V ロジ ッ ク ・ レベル (FSK)

イ ンピーダンス 10 kΩ

周波数範囲 AM, FM, PM, FSK, PWM: DC ～ 25 kHz (122 KS/s)

外部リ フ ァ レ ンス出力 (AFG3011, AFG3101/AFG3102 および AFG3251/AFG3252)

イ ンピーダンス 50 Ω、 AC 結合

振幅 1.2 Vp-p (50 Ω)

外部リ フ ァ レ ンス入力

イ ンピーダンス 1 kΩ、 AC 結合

入力信号レベル 100 mVp-p ～ 5 Vp-p

ロ ッ ク範囲 10 MHz ±35 kHz

CH1 外部入力 (AFG3101/AFG3102 および AFG3251/AFG3252)

イ ンピーダンス 50 Ω

入力範囲 –1 V ～ + 1 V (DC + peak AC)

周波数帯域 (1 Vp-p) DC ～ 10 MHz (–3 dB)
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仕 　 様
一般特性

システム特性

ウォームア ッ プ時間、 代表値 20 分以上

電源投入時の自己校正、 代表値 <16 秒

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン時間、 代表値 USB LAN GPIB

波形変更 95 ms 103 ms 84 ms

周波数変更 2 ms 19 ms 2 ms

振幅変更 60 ms 67 ms 52 ms

任意波形選択 88 ms 120 ms 100 ms

データ ・ ダウンロー ド 、 代表値 4000 ポイ ン ト 波形データ
GPIB: 42 ms
USB: 20 ms
LAN: 84 ms

ア コーステ ィ ッ ク ・ ノ イズ、 代表値 <50 dBA

質量 約 4.5 kg

電源仕様

電圧および周波数範囲 100 V ～ 240 V、 47 Hz ～ 63 Hz
115 V、 360 Hz ～ 440 Hz

消費電力 120 W 未満

環境特性、 安全性

温度範囲

動作時 0 °C ～ +50 °C

非動作時 –30 °C ～ +70 °C
湿度

動作時 +40 °C 以下 : ≤ 80%
>+40 °C ～ +50 °C: ≤ 60%

高度

動作時 3,000 メ ー ト ルまで (10,000 フ ィ ー ト )

安全性 UL 61010-1:2004
CAN/CSA C22.2, No. 61010-1:2004
IEC 61010-1:2001
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仕 　 様
EC 適合宣言 （EMC）

指令 2004/108/EC 電磁環境両立性に適合します。 「Official Journal of the European Communities」 に リ
ス ト されている次の仕様に準拠します。

EN 61326:1997. 測定、 制御、 および実験用途の Class A 電子装置に対する EMC 基準。 Annex D。 1, 2, 3

■ IEC 61000-4-2:1999 ： 静電気放電イ ミ ュニティ

■ IEC 61000-4-3:2002 ： RF 電磁界イ ミ ュニティ

■ IEC 61000-4-4:2004 ： 高速 ト ランジェン ト／バース ト ・ イ ミ ュニテ ィ

■ IEC 61000-4-5:2005 ： 電源サージ ・ イ ミ ュニテ ィ

■ IEC 61000-4-6:2003 ： 伝導 RF イ ミ ュニテ ィ

■ IEC 61000-4-11:2004 ： 電圧低下と遮断イ ミ ュニティ

EN 61000-3-2:2000. AC 電源高調波エ ミ ッシ ョ ン

EN 61000-3-3:1995. 電圧の変化、 変動、 およびフ リ ッカ

欧州域内連絡先 . 

Tektronix UK, Ltd.
Western Peninsula
Western Road
Bracknell, RG12 1RF
United Kingdom

1. この製品は、 住居区域以外での使用を意図しています。 住居区域で使用する と、 電磁干渉の原因となる こ とがあ
り ます。

2. この装置をテス ト対象に接続した状態では、 この規格が要求するレベルを超えるエ ミ ッシ ョ ンが発生する可能性
があ り ます。

3. こ こに挙げた各種 EMC 規格への適合を確認するには、 高品質なシールドを持つインタフェース ・ ケーブルが必要

です。

オース ト ラ リ ア／ニュージーラ ン ド適合宣言 （EMC）

ACMA に従い、次の規格に準拠するこ とで Radiocommunications Act の EMC 条項に適合しています。

EN 61326:1997. 測定、 制御、 および研究用途の電子装置に対する EMC 基準
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仕 　 様
製品寸法

RM3100 ラ ッ ク マウン ト 寸法図

6.33.1

329.6

156.3

24.0

6.5

すべての寸法は ミ リ メ ー ト ル
単位で示されています。

27.339.5
118.5

51.2

67.534.6
22.5

154.4

7.6

5.1

6.0

BNC コネク タ

28.7

BNC コネク タ

ノ ブ

176.2
101.6

482.6
465.5

37.3

154.344.4

101.6

36.8

37.3
25.4

前面

RM3100 は EIA-310-D 規格に準拠

質量 (AFG3000 シ リ ーズを含まず ): 2.1 kg

203.4
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仕 　 様
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索 　 引

索 　 引
数字
2 チャンネル間の信号の調整

位相 52
周期 53
周波数 53
振幅 53

A
ADD INPUT コネク タ

外部信号の付加 57
後部パネル 34

ArbExpress vii, 69
基本操作 71
システム構成 69
スク リーン・インタフェース 

70

C
CSV ファ イル、 ArbExpress 73

D
DC、 標準波形 29
DC を出力する 41
DUT の保護 14

E
Equation Editor、 ArbExpress 71
EXT MODULATION INPUT コネ

ク タ、 後部パネル 34
EXT REF INPUT コネク タ、 後部

パネル 34
EXT REF OUTPUT コネク タ、 後

部パネル 34

G
Gaussian、 標準波形 29
GPIB コネク タ、 後部パネル 34

H
Haversine、 標準波形 29

L
LAN コネク タ、 後部パネル 34
Lorentz、 標準波形 29

S
Sin(x)/x、 標準波形 29
Standard Waveform ダイアログ ・

ボッ クス、 ArbExpress 71

T
TFS ファ イル、 設定の保存 65
TFW ファ イル

ArbExpress 69, 73
任意波形の保存 36

Top Menu ボタン 23
Trig’d LED、 前面パネル 23
Trigger Output コネク タ 50

U
USB コネク タ

後部パネル 34
前面パネル 23

USB メモ リ  62
スク リーン・イ メージの保存 

66
設定の保存 / 呼出 65
任意波形の出力 37
任意波形の保存と呼び出し 

36
ファームウェアの更新 15

V
View ボタン 23, 25, 40

W
Waveform Math ダイアログ ・ ボッ

クス、 ArbExpress 72

あ
アクセス保護 67

ファームウェア更新 15
アプ リ ケーシ ョ ン例

周波数変調 78
スイープ 76
パルス幅変調 77
リサージュ図形 75

い
位相 | 遅延シ ョート カッ ト ・ ボタ

ン 26
位相調整機能 52

お
オプシ ョ ン ・ ボタン 24

か
開始周波数、 スイープ波形 44
外部信号を付加する 57
外部リ ファレンス ・ ク ロ ッ ク、 後

部パネル 59
関連マニュアル vii

き
キャ リ ア ・ ヌル、 活用例 78

く
ク イ ッ ク ・ チュート リ アル 1
ク リ ッ ク音、 ユーティ リ テ ィ ・ メ
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